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【
特
別
調
査
報
告
】
真
宗
大
谷
派
大
谷
祖
廟
調
査

五
三

緒
言

　

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
に
お
い
て
、
二
〇
二
三
年
に
「
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕

生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要
」
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め

て
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
検
証
が
課
題
と
な
る
。
真
宗
大
谷
派
の
関
係
学
校
で
あ
る
同

朋
大
学
の
学
術
研
究
機
関
と
し
て
、
仏
教
文
化
研
究
所
と
し
て
も
、
い
く
つ
か
の
課

題
に
取
り
組
み
、
研
究
成
果
を
示
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
大

谷
祖
廟
の
歴
史
に
再
注
目
し
た
い
。

　

大
谷
祖
廟
と
は
現
在
、
京
都
市
東
山
区
円
山
町
に
所
在
す
る
、
真
宗
大
谷
派
・
真

宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
の
飛
び
地
境
内
で
あ
り
、
親
鸞
を
は
じ
め
本
願
寺
歴
代
、
全

国
各
地
の
門
徒
の
遺
骨
が
収
め
ら
れ
て
い
る
場
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
は
浄
土
真
宗
の

宗
祖
親
鸞
の
没
後
、
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
に
親
鸞
の
末
娘
覚
信
尼
と
関
東
門
弟

（
同
朋
）
が
協
力
し
て
親
鸞
の
墓
所
で
あ
る
「
大
谷
廟
堂
」
が
成
立
す
る
。
こ
の
廟

堂
が
親
鸞
曾
孫
の
覚
如
に
よ
り
寺
院
化
し
て
本
願
寺
と
な
り
、
戦
国
時
代
に
は
蓮
如

に
よ
り
本
願
寺
を
本
山
と
す
る
「
教
団
」
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
後
、
慶
長
九

年
（
一
六
〇
四
）
に
東
本
願
寺
が
分
立
・
独
立
し
、
江
戸
時
代
初
期
に
本
山
寺
院
と

し
て
堂
舎
・
境
内
が
整
備
さ
れ
る
中
で
、
寛
文
十
（
一
六
七
〇
）
年
に
、
現
在
地
に

大
谷
祖
廟
が
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
真
宗
本
廟
が
「
宗
祖
聖
人
の

真
影
を
安
置
す
る
御
影
堂
及
び
阿
弥
陀
堂
を
中
心
と
す
る
聖
域
で
あ
っ
て
、
本
願
寺

と
も
称
し
、
本
派
の
崇
敬
の
中
心
、
教
法
宣
布
の
根
本
道
場
」、
そ
し
て
大
谷
祖
廟

が
「
宗
祖
聖
人
墳
墓
の
地
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

東
本
願
寺
門
徒
に
と
っ
て
大
切
な
信
仰
の
場
で
あ
る
大
谷
祖
廟
で
あ
る
が
、
そ
の

歴
史
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
の
山
田
文
昭
「
大
谷
本
廟
創

立
考（

（
（

」
や
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
の
小
串
侍
「
大
谷
本
廟
沿
革
考（

（
（

」、
そ
し
て

昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
の
細
川
行
信
著
『
大
谷
祖
廟
史（

（
（

』
と
い
う
確
か
な
叙

述
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
詳
細
が
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま

た
、
未
解
明
の
部
分
も
多
く
、『
大
谷
祖
廟
史
』
以
降
、
本
格
的
な
研
究
も
管
見
の

限
り
で
は
な
い（

（
（

。
と
は
い
え
、
真
宗
大
谷
派
に
お
い
て
所
蔵
資
料
の
基
礎
情
報
は
す

で
に
調
査
さ
れ
て
お
り
、
内
容
の
精
査
が
次
な
る
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
真
宗
史
と

そ
れ
の
み
な
ら
ず
各
分
野
の
研
究
が
進
展
し
た
現
在
の
視
点
か
ら
、
大
谷
祖
廟
の
歴

史
を
捉
え
直
し
、
再
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
意
味
あ
る
課
題
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
四
日
に
大
谷
祖
廟
へ
の
訪
問
調
査
を
実
行
し

た
。
調
査
を
ご
許
可
い
た
だ
き
、
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。
調
査
訪
問
者
は
安
藤
弥
（
所
長
）、
青
木
馨
（
客
員
所
員
）、
川
口
淳
（
所
員
）

な
ら
び
に
特
別
協
力
者
の
小
山
興
誓
氏
で
あ
る
。今
回
の
調
査
で
は
、『
大
谷
年
中
記
』

（
御
堂
日
記
）
を
は
じ
め
と
す
る
文
献
史
料
の
内
容
確
認
と
と
も
に
打
敷
等
の
現
物

資
料
や
武
家
墓
の
実
見
調
査
、
な
ら
び
に
建
造
物
の
歴
史
的
情
報
の
収
集
を
目
的
と

し
た
。
そ
こ
で
、
小
山
氏
に
は
特
に
大
谷
祖
廟
の
建
造
物
の
歴
史
に
つ
い
て
建
築
史

研
究
の
視
点
か
ら
の
検
証
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

　

調
査
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
特
別
調
査
報
告
を
行
い
た
い
。
一

つ
に
は
、
建
造
物
調
査
の
成
果
と
し
て
、
東
本
願
寺
大
工
の
歴
史
的
事
実
に
関
す
る

新
知
見
も
加
え
た
小
山
氏
の
特
別
寄
稿
を
掲
載
す
る
。
も
う
一
つ
に
は
、
文
献
史
料
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の
調
査
成
果
と
し
て
、『
元
禄
十
六
年
大
谷
御
堂
移
徙
之
記
』
の
史
料
翻
刻
・
紹
介

を
行
う
。
も
っ
て
大
谷
祖
廟
の
歴
史
的
再
検
証
の
端
緒
と
し
た
い
。

�

（
文
責　

安
藤　

弥
）

注

（
1
）　
「
真
宗
大
谷
派
宗
憲
」
等
を
参
照
。

（
2
）　

山
田
文
昭
『
真
宗
史
之
研
究
』（
破
塵
閣
書
房
、
一
九
三
四
年
）
再
録
。

（
3
）　
『
大
谷
学
報
』
第
一
九
巻
第
二
号
。

（
4
）　

東
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
八
五
年
改
訂
。

（
5
）　
『
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
―
本
願
を
受
け
継
ぐ
人
び
と
―
』（
東
本
願

寺
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
も
大
谷
祖
廟
の
歴
史
は
取
り
上
げ
ら
れ

な
か
っ
た
（
現
在
に
至
っ
て
の
反
省
点
で
あ
る
）。

◎
〔
参
考
〕
大
谷
祖
廟
略
年
表　
（『
大
谷
祖
廟
史
』
参
照
、
一
部
修
正
）

　

寛
文　

六
年　

1
6
6
6　

清
閑
寺
山
に
廟
所
移
転
の
内
談
が
あ
る
も
不
成
立
。

　

寛
文　

八
年　

1
6
6
8　

東
大
谷
の
地
を
買
得
す
る
。

　

寛
文　

十
年　

1
6
7
0　

廟
所
を
東
大
谷
に
移
す
。

　

天
和　

四
年　

1
6
8
4　

武
家
墓
が
で
き
る
。

　

元
禄
十
四
年　

1
7
0
1　

廟
所
、
改
葬
さ
れ
る
（
御
堂
・
諸
殿
整
備
）。

　

元
禄
十
六
年　

1
7
0
3　

大
谷
御
堂
の
移
徒
法
要
が
行
わ
れ
る
。

　

宝
永　

六
年　

1
7
0
9　

虎
石
を
祖
墳
上
に
置
く
。

　

延
享　

元
年　

1
7
4
4　

廟
所
の
増
地
に
つ
き
、
幕
府
と
折
衝
す
る
。

　

延
享　

二
年　

1
7
4
5　

幕
府
よ
り
一
万
坪
の
寄
進
を
受
け
る
。

　

延
享　

三
年　

1
7
4
6　

徳
川
家
重
よ
り
寺
地
安
堵
の
判
物
を
受
け
る
。

　

天
明　

八
年　

1
7
8
8　

天
明
の
大
火
で
東
本
願
寺
両
堂
・
諸
殿
焼
失
。
第
十

九
世
乗
如
が
本
尊
等
を
護
持
し
大
谷
祖
廟
に
退
避
。

　

文
政　

三
年　

1
8
2
0　

大
谷
新
道
を
開
く
。

　

安
政　

四
年　

1
8
5
7　

大
谷
新
道
南
北
の
畑
地
を
買
得
。

　

文
久　

二
年　

1
8
6
2　

大
谷
御
坊
に
お
い
て
「
親
鸞
六
百
回
御
遠
忌
」
執
行
。

表
唐
門
（
総
門
）
建
立
。

　

明
治　

五
年　

1
8
7
2　

御
坊
を
管
刹
に
改
称
。

　

明
治　

九
年　

1
8
7
6　

管
刹
を
別
院
と
改
称
。

　

明
治
四
五
年　

1
9
1
2　

大
谷
別
院
で
「
親
鸞
六
百
五
十
回
御
遠
忌
」
執
行
。

　

昭
和
二
七
年　

1
9
5
2　

大
谷
別
院
か
ら
大
谷
本
廟
に
改
称
。

　

昭
和
二
八
年　

1
9
5
3　

本
廟
事
務
所
を
開
設
。

　

昭
和
三
六
年　

1
9
6
1　

本
廟
事
務
所
を
本
山
上
局
直
属
の
本
廟
部
と
す
る
。

　

昭
和
三
八
年　

1
9
6
3　

大
谷
本
廟
で
「
親
鸞
七
百
回
御
遠
忌
」
執
行
。
記
念

と
し
て
『
大
谷
祖
廟
史
』
刊
行
。

　

昭
和
四
八
年　

1
9
7
3　

落
雷
で
書
院
等
焼
失
。
三
年
後
に
庫
裏
を
新
築
。

　

昭
和
五
六
年　

1
9
8
1　

大
谷
本
廟
を
大
谷
祖
廟
と
改
め
、
祖
廟
事
務
所
を
宗

務
総
長
の
統
括
と
す
る
。

　

平
成
二
二
年　

2
0
1
0　
「
親
鸞
七
百
五
十
回
御
遠
忌
」
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
本
堂
と
表
唐
門
（
総
門
）
を
修
復
。
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真
宗
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谷
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五
五

近
世
の
東
本
願
寺
大
工
棟
梁 

─
笠
井
家
の
新
出
史
資
料
を
中
心
に
─

小
　
山
　
興
　
誓

は
じ
め
に

　

京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
七
条
上
る
に
巨
大
な
伽
藍
を
構
え
る
真
宗
本
廟
東
本
願
寺

は
、親
鸞
（
一
一
七
三
～
一
二
六
二
）
を
宗
祖
に
仰
ぐ
真
宗
大
谷
派
の
本
山
で
あ
る
。

そ
の
歴
史
は
鎌
倉
時
代
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
の
親
鸞
廟
堂
草
創
に
ま
で
遡
る

が
、
永
年
に
わ
た
る
戦
乱
に
よ
り
幾
度
と
な
く
寺
地
変
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
よ
う

や
く
現
在
地
に
落
ち
着
く
の
は
、
東
西
本
願
寺
分
派
後
の
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
東
本
願
寺
は
西
本
願
寺
と
は
異
な
り
、
そ
の
後
江
戸

時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
前
後
六
度
に
も
及
ぶ
造
替
を
繰
り
返
し
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
そ
の
都
度
、
諸
国
門
徒
の
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
苦
労
と
懇
念
に
よ
っ

て
造
営
さ
れ
て
き
た
東
本
願
寺
大
難
事
業
の
歴
史
を
示
し
て
お
け
ば
、
表
の
よ
う
に

な
る
。

　

真
宗
本
廟
東
本
願
寺
で
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
特
別
記
念
事
業

と
し
て
、
明
治
度
造
営
の
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
・
御
影
堂
門
の
修
復
が
実
施
さ
れ
、

十
年
以
上
に
及
ぶ
工
事
も
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
完
了
し
、
各
棟
の
詳
細

や
修
復
の
内
容
は
修
理
工
事
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
修
理
さ
れ

た
三
棟
以
外
に
も
、
現
存
す
る
木
造
建
築
群
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
総
合
報
告
書

も
発
行
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
そ
し
て
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
五
月
十
七
日
に
は
、
境

内
建
造
物
の
中
か
ら
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
・
御
影
堂
門
・
阿
弥
陀
堂
門
・
鐘
楼
・
手

水
屋
形
の
六
棟
が
「
近
世
以
来
の
伝
統
木
造
建
築
技
術
に
よ
る
比
類
な
い
規
模
と
高

い
格
式
を
備
え
た
近
代
の
寺
院
建
築
群
」
と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と

が
発
表
さ
れ（

（
（

、
改
め
て
そ
の
価
値
の
高
さ
が
証
明
さ
れ
た
。
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表　東本願寺御影堂・阿弥陀堂・大門（御影堂門）造営略年表
※棟梁・肝煎に関して、不明または確定できない場合は空欄となっている。
※大門（御影堂門）に関しては、現在の二重門の形式となった元文以降の造営を掲載している。本稿で

は元文の大門造営を元文度造営とする。

造営 和暦 西暦 月 出来事 棟梁 肝煎（惣肝煎） 出典

慶長度 慶長 8 年 1603年 10月 阿弥陀堂　上棟 ①『造営史』

慶長 9 年 1604年 9 月 御影堂　上棟

明暦・
寛文度

明暦 4 年 1658年 3 月 御影堂　上棟 西村越前掾政継
茨木三河介宗種
茨木志摩掾宗満

②木子文庫
　「東本願寺御影堂
　 棟札写（明暦四）」

寛文10年 1670年 3 月 阿弥陀堂　上棟 茨木志摩掾宗満 ①『造営史』

元文度 元文 2 年
元文 3 年

1737年
1738年

11月
4 月

大門　柱立
大門　上棟

笠井若狭藤原正傳
田邊備後源芳信
高木淡路源喜始

谷口五兵衛
木子市右衛門
富永理兵衛
柴田理右衛門

③『御再建見聞私記』
④『天明八年日記
　　御再建日記』

寛政度 天明 8 年 1788年 1 月 天明の大火で類焼 ①『造営史』
③『御再建見聞私記』
④『天明八年日記
　　御再建日記』
⑤『明治造営百年
　　東本願寺・下』

寛政 9 年 1797年 3 月 御影堂　上棟 笠井若狭正安
田邊備後長重
高木小太郎久治

柴田新八郎貞英
柴田忠右衛門貞照
西木清右衛門久重
井上三十郎秀信
橋本新兵衛政清（大門のみ）

寛政10年 1798年 3 月 阿弥陀堂　上棟

寛政12年 1800年 11月 大門　上棟

文政度 文政 6 年 1823年 11月 山内失火で焼失 ①『造営史』

天保 4 年 1833年 8 月 御影堂　上棟 笠井三河正直
田邊備後義重
高木淡路有義
笠井若狭正典

青木新助良容
山中平左衛門宗重
柴田平八郎貞種
中江定治郎義忠
柴田新八郎棟躬

天保 6 年 1835年 3 月 阿弥陀堂　上棟 青木新助良容
中江定治郎義忠
柴田新八郎棟躬

⑤『明治造営百年
　　東本願寺・下』

弘化 4 年 1847年 3 月 大門　上棟 笠井若狭正佐
田邊備後義重

柴田新八郎棟躬
中江貞次郎義忠

⑥岩城家文書「番匠
　研究 徹到録 甲」

安政度 安政 5 年 1858年 6 月 安政の大火で類焼 ①『造営史』

万延元年 1860年 3 月 御影堂　上棟 田邊河内道重
笠井若狭正重
高木讃岐道保

柴田伊勢大掾貞次
伊藤平左衛門守富
柴田新八郎棟斎
橋本治助一富
古橋太郎兵衛（大門のみ）

①『造営史』
⑤『明治造営百年
　　東本願寺・下』
⑦『真宗』
　 「両堂再建物語（2）」

6 月 大門　上棟

7 月 阿弥陀堂　上棟

明治度 元治元年 1864年 7 月 禁門の変で焼失 ①『造営史』

明治22年 1889年 5 月 御影堂　上棟 伊藤平左衛門守道

明治25年 1892年 11月 阿弥陀堂　上棟 木子棟斎

明治43年 1910年 4 月 大門　上棟 市田重郎兵衛
市田辰蔵

⑧『御影堂門御修復
　　工事報告書』

〈参考文献〉
①『真宗本廟（東本願寺）造営史─本願を受け継ぐ人びと─』（東本願寺出版部、2011年）
②木子文庫「東本願寺御影堂棟札写（明暦四）」（木16- 3 - 8 ）（東京都立図書館蔵）
③城端別院善徳寺史料『御再建見聞私記』（城端別院善徳寺蔵）
④大谷大学真宗総合研究所編『天明八年日記　御再建日記』真宗本廟（東本願寺）造営史料叢刊 1  
（大谷大学、2014年）

⑤『明治造営百年 東本願寺・下』（真宗大谷派本廟維持財団、1978年）
⑥岩城家文書「番匠研究 徹到録 甲」明治36年（1903）（仮 0 -13-30）所収「御大門御上棟札写」 
（滑川市立博物館蔵）

⑦伊藤平左ェ門「両堂再建物語（ 2 ）四たびの炎上」『真宗』（東本願寺出版部、1985年 2 月）
⑧『真宗本廟（東本願寺）両堂等御修復工事　御影堂門御修復工事報告書』（真宗大谷派（東本願寺）、

2017年）
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こ
の
よ
う
に
修
復
記
念
事
業
を
契
機
に
こ
れ
ま
で
の
本
山
造
営
の
歴
史
に
関
し
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
検
証
が
な
さ
れ
、
総
合
的
な
造
営
史
の
調
査
・
研
究
の

成
果
は
『
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
─
本
願
を
受
け
継
ぐ
人
び
と
─
』（
以
下
、

『
造
営
史
』）
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

同
書
に
所
収
さ
れ
た
関
西
大
学
名
誉
教
授
永
井
規
男
氏
に
よ
る
「
歴
史
上
の
東
本

願
寺
の
大
工
棟
梁
」
で
は
、
明
暦
・
寛
文
度
、
寛
政
度
、
文
政
度
、
安
政
度
、
明
治

度
と
度
重
な
る
再
建
に
関
与
し
た
工
匠
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
断
片
的
で
あ
っ
た

系
譜
や
軌
跡
を
整
理
し
て
綴
っ
た
精
緻
な
論
考
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
明
暦
・
寛

文
度
の
東
本
願
寺
（
東
御
門
跡
）
大
工
棟
梁
茨
木
氏
か
ら
、
十
八
世
紀
前
半
に
成
立

す
る
笠
井
家
を
筆
頭
と
し
て
、
他
に
田
邊
（
資
料
に
よ
り
田
辺
、
田
邉
の
表
記
が
あ

る
が
、
本
稿
で
は
引
用
で
な
い
場
合
は
実
際
に
棟
札
に
記
載
事
例
が
あ
る
田
邊
を
用

い
る
）、
高
木
（
髙
木
の
表
記
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
高
木
を
用
い
る
）
両
家
を
含

め
た
計
三
人
の
代
々
継
職
す
る
棟
梁
方
を
置
く
造
営
組
織
を
紹
介
し
、
そ
の
棟
梁
衆

の
下
で
造
営
の
実
務
を
担
っ
た
肝
煎
大
工
柴
田
家
が
、
明
治
度
造
営
の
伊
藤
平
左
衛

門
や
木
子
棟
斎
と
い
っ
た
主
要
な
工
匠
へ
と
系
譜
的
に
も
繋
が
る
流
れ
が
明
示
さ
れ

て
い
た（

（
（

。

　

一
般
的
に
東
本
願
寺
の
大
工
棟
梁
と
い
え
ば
、
明
治
度
造
営
に
お
け
る
御
影
堂
の

伊
藤
平
左
衛
門
（
九
代
守
道
、
一
八
二
九
～
一
九
一
三
）
及
び
阿
弥
陀
堂
の
木
子
棟

斎
（
一
八
二
七
～
九
三
）
の
両
棟
梁
が
著
名
で
あ
り
、
寛
政
度
・
文
政
度
・
安
政
度

の
造
営
に
お
い
て
東
本
願
寺
棟
梁
職
の
地
位
に
あ
っ
た
笠
井
家
を
知
る
人
は
少
な

い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
笠
井
氏
が
東
御
門
跡
大
工
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

東
本
願
寺
境
内
に
棟
梁
を
勤
め
た
記
録
が
残
る
建
造
物
が
現
存
し
て
い
な
い（

（
（

こ
と
も

関
係
し
て
い
よ
う
。
そ
れ
は
西
本
願
寺
（
西
御
門
跡
）
大
工
で
あ
る
水
口
家
が
国
宝

で
あ
る
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
を
始
め
と
す
る
西
本
願
寺
の
現
存
主
要
堂
宇
の
棟
札
銘

に
名
を
残
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
、
水
口
家
は
本
山
西
本
願
寺
だ

け
で
は
な
く
、
本
願
寺
西
山
別
院
（
京
都
市
西
京
区
）、
顕
証
寺
（
大
阪
府
八
尾
市
）、

本
照
寺
（
大
阪
府
高
槻
市
）、
本
願
寺
堺
別
院
（
大
阪
府
堺
市
）、
勝
興
寺
（
富
山
県

高
岡
市
）
な
ど
の
御
坊
格
寺
院
の
堂
宇
造
営
に
も
関
与
し
た
記
録
が
残
り（

（
（

、
そ
れ
ら

の
遺
構
が
い
ず
れ
も
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
建
造
物
と
共
に
そ
の
偉
功
を
今
に
伝
え

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
御
門
跡
大
工
笠
井
家
が
関
っ
た
記
録
が
残
る
現
存
建

造
物
で
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
東
本
願
寺
の
宗
祖
廟
所
で
あ
る
大
谷
祖
廟
（
京
都
市

東
山
区
）
の
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
上
棟
の
表
唐
門
（
総
門
）
の
み
で
あ
る（

（
（

。
そ

の
現
存
遺
構
の
少
な
さ
も
手
伝
っ
て
か
、
東
本
願
寺
寛
政
度
・
文
政
度
・
安
政
度
と

い
う
短
期
間
で
の
三
度
の
伽
藍
再
建
と
い
う
難
事
業
を
成
し
遂
げ
た
業
績
と
は
裏
腹

に
、
棟
梁
笠
井
氏
の
知
名
度
は
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
『
造
営
史
』「
歴
史
上
の
東
本
願
寺
の
大
工
棟
梁
」
で
は
、
笠
井
氏
の
確
か
な
初
出

資
料
と
し
て
本
山
大
門
（
御
影
堂
門
）
の
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
の
棟
札
写
（『
御

再
建
見
聞
私
記
』
所
引
、
城
端
別
院
所
蔵
）
に
記
さ
れ
た
「
笠
井
若
狭
藤
原
正
傳
・

田
辺
備
後
源
芳
倍
・
高
木
淡
路
源
喜
始（

（
（

」
を
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
登
場
は

記
録
上
、
元
文
の
大
門
建
立
が
最
古
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（
表
参
照
）。

し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
の
時
点
で
、
す
で
に
笠
井
氏
が

東
御
門
跡
御
大
工
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
文
書
が
、
江
戸
時
代
の
京
都
御
大
工



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
四
十
号

五
八

頭
中
井
家
の
文
書
「
東
御
門
跡
大
工
笠
井
若
狭
一
札（

（1
（

」
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
さ

ら
に
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
東
本
願
寺
大
谷
祖
廟
か
ら
発
見
さ
れ
た
元
禄
十

五
年
（
一
七
〇
二
）
の
本
堂
及
び
北
門
の
棟
札
銘
に
よ
っ
て
も
、
笠
井
若
狭
が
工
匠

の
筆
頭
に
な
っ
て
い
る
の
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
共
に
、
祖
廟
表
唐
門
（
総

門
）
以
外
に
も
笠
井
家
の
遺
構
が
現
存
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

永
井
規
男
氏
は
『
造
営
史
』
に
お
い
て
笠
井
家
を
筆
頭
と
す
る
計
三
名
の
棟
梁
が

統
率
す
る
造
営
組
織
に
関
し
て
、「
そ
の
最
初
は
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
大

谷
祖
廟
の
造
営
の
と
き
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
（「
大
谷
年
中
記
」）」
と
記
し
て
お
り（

（1
（

、

本
堂
及
び
北
門
の
元
禄
十
五
年
の
棟
札
銘
に
笠
井
若
狭
を
は
じ
め
と
す
る
工
匠
三
名

（
笠
井
・
宮
川
・
田
邊
）
を
併
記
す
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
考
察
が
正
し
か
っ
た
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
大
谷
祖
廟
以
外
に
も
、
山
科
別
院
長
福
寺
（
京
都
市
山
科
区
）
に
保
管
さ

れ
て
い
る
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
の
台
所
修
造
棟
札
に
よ
っ
て
、
幕
末
ま
で
世

襲
さ
れ
た
笠
井
・
田
邊
・
高
木
に
よ
る
東
本
願
寺
三
棟
梁
が
本
山
の
元
文
度
大
門
造

営
以
前
に
成
立
し
て
い
た
事
例
も
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
併
せ
て
紹
介
す
る
。

一
　
東
本
願
寺
の
棟
梁

　

最
初
に
棟
梁
笠
井
家
が
東
本
願
寺
造
営
の
歴
史
に
現
れ
る
ま
で
を
『
明
治
造
営
百

年 

東
本
願
寺
・
下
』
所
収
の
京
都
大
学
名
誉
教
授
川
上
貢
氏
に
よ
る
「
江
戸
時
代

の
東
本
願
寺
建
築（

（1
（

」
や
『
造
営
史
』、近
畿
大
学
名
誉
教
授
櫻
井
敏
雄
氏
に
よ
る
『
顕

証
寺
本
堂
調
査
研
究
報
告
書
』
所
収
の
「
御
坊
格
寺
院
本
堂
と
工
匠
」（
東
本
願
寺

の
工
匠（

（1
（

）、『
東
本
願
寺
小
景
』
所
収
の
「
棟
梁
の
系
譜
（
一
）
～
東
本
願
寺
の
工
匠

た
ち
～（

（1
（

」
な
ど
の
既
往
研
究
・
文
献
を
基
に
概
観
す
る
。

　

ま
ず
、東
本
願
寺
創
建
時
の
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
の
阿
弥
陀
堂
、翌
九
年
（
一

六
〇
四
）
の
御
影
堂
の
工
匠
に
関
し
て
は
資
料
を
欠
き
、
不
明
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

ち
な
み
に
こ
の
頃
の
西
本
願
寺
で
は
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
上
棟
の
御
影
堂

及
び
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
建
立
の
阿
弥
陀
堂
（
現
在
の
本
願
寺
西
山
別
院
本
堂

〈
京
都
府
指
定
文
化
財
〉）
の
大
工
を
「
水
口
若
狭
宗
久
」
が
勤
め
て
お
り
、
寛
永
十

三
年
（
一
六
三
六
）
の
現
在
の
御
影
堂
（
国
宝
）
の
棟
札
に
お
い
て
も
、「
大
工　

水
口
若
狭
守
藤
原
宗
久
／
棟
梁　

水
口
伊
豆
守
藤
原
家
久
」
と
い
う
よ
う
に
、
大
工

棟
梁
は
い
ず
れ
も
水
口
家
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

次
の
東
本
願
寺
明
暦
度
御
影
堂
造
営
で
は
、
江
戸
時
代
に
畿
内
（
大
和
・
山
城
・

河
内
・
和
泉
・
摂
津
）
及
び
近
江
を
加
え
た
六
か
国
の
大
工
・
杣
・
大
鋸
を
統
制
・

支
配
し
た
京
都
御
大
工
頭
中
井
家（

（1
（

直
属
の
受
領
棟
梁
の
一
人
で
あ
る
西
村
越
前
掾
政

継
ら
と
、
こ
の
頃
の
東
御
門
跡
大
工
で
あ
っ
た
茨
木
三
河
介
宗
種
・
茨
木
志
摩
掾
宗

満
が
協
働
す
る
形
で
棟
梁
を
勤
め
て
い
る（

（1
（

。

　

明
暦
度
御
影
堂
に
続
い
て
造
営
さ
れ
た
寛
文
度
阿
弥
陀
堂
で
は
茨
木
志
摩
が
棟
梁

と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
茨
木
志
摩
掾
宗
満
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
建
立
の
長
浜

別
院
大
通
寺
鐘
楼
（
長
浜
市
指
定
文
化
財
）
の
棟
札
に
も
大
工
と
し
て
記
載
が
あ

る（
（2
（

。
し
か
し
、『
造
営
史
』
に
も
あ
る
と
お
り
、
こ
の
後
、
茨
木
氏
の
名
前
は
東
本

願
寺
や
御
坊（

（2
（

造
営
の
記
録
に
は
出
て
こ
な
い
。
代
わ
っ
て
、
東
御
門
跡
御
大
工
と
し



【
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調
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報
告
】
真
宗
大
谷
派
大
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祖
廟
調
査

五
九

て
登
場
す
る
の
が
「
笠
井
若
狭
」
で
あ
る
。『
造
営
史
』「
歴
史
上
の
東
本
願
寺
の
大

工
棟
梁
」
で
は
、笠
井
家
の
確
か
な
初
出
資
料
と
し
て
東
本
願
寺
大
門
（
御
影
堂
門
）

の
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
の
棟
札
（『
御
再
建
見
聞
私
記
』
所
引
棟
札
写
、
城
端

別
院
所
蔵
）
に
記
さ
れ
た
「
笠
井
若
狭
藤
原
正
傳
・
田
辺
備
後
源
芳
倍
・
高
木
淡
路

源
喜
始
」
を
引
用
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
東
本
願
寺
元
文
度
大
門
上
棟
よ
り
三
十
五
年
以

上
遡
る
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
の
時
点
で
、
笠
井
若
狭
が
東
御
門
跡
御
大
工
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
書
が
大
工
頭
中
井
家
関
係
資
料
「
東
御
門
跡
大
工
笠
井
若
狭

一
札
」
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
同
文
書
は
中
世
以
来
の
名
門
大
工
で
あ
る
京
十
人

棟
梁
を
組
頭
と
す
る
京
大
工
十
組
が
、
元
禄
十
五
年
に
中
井
家
（
中
井
役
所
）
が
実

施
し
た
京
大
工
中
ヶ
間
改
に
よ
っ
て
、
京
大
工
十
八
組
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
史
料
と
し
て
、『
中
井
家
大
工
支
配
の
研
究
』
の
注
釈
に
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

【
東
御
門
跡
大
工
笠
井
若
狭
一
札
】（
Ｂ-
3-
ｂ-

5（（2
（

）

一　

今
度
京
都
大
工
中
ヶ
間
改
ニ
付
、
私
義
東
御
門
跡
江
出
入
之
大
工
ニ
而
御
座

候
故
、
十
八
組
之
加
判
御
許
容
被
為
遊
被
下
難
有
奉
存
候
、
弥
十
八
組
同
前

ニ
乍
憚
奉
御
下
知
請
、
前
々
ゟ
被
為
仰
付
候
御
法
度
之
趣
幷
今
度
京
都
大
工

中
ヶ
間
改
ニ
付
奉
願
候
御
条
目
之
通
段
々
奉
承
知
、
急
度
相
守
、
聊
以
違
背

仕
間
敷
候
、
尤
抱
置
候
弟
子
共
之
儀
者
、
十
八
組
江
入
可
申
候
、
為
後
日
一

札
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
御
門
跡
御
大
工

　
　
　
　

元
禄
十
五
午
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

笠
井　

若
狭

　

こ
の
時
の
京
大
工
中
ヶ
間
改
に
よ
っ
て
、
代
々
の
西
本
願
寺
大
工
で
あ
っ
た
水
口

家
の
当
主
水
口
伊
豆
を
組
頭
と
す
る
伊
豆
組
も
成
立
し
、
中
井
家
の
配
下
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
ま
で
に
は
京
大
工
組
は
十
八
組

か
ら
二
十
組
に
再
編
成
さ
れ
る
の
だ
が
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
頃
の
「
六
ヶ
国

大
工
杣
木
挽
組
頭
名
前
幷
人
数
書
」
で
は
、
西
本
願
寺
大
工
水
口
伊
豆
、
東
本
願
寺

大
工
笠
井
若
狭
は
共
に
京
大
工
二
十
組
と
は
別
格
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る（

（2
（

。

　

以
上
の
と
お
り
、
理
由
は
不
明
な
が
ら
十
八
世
紀
初
頭
に
は
東
本
願
寺
棟
梁
が
茨

木
氏
か
ら
笠
井
氏
に
交
代
し
て
い
る
の
だ
が
、
棟
梁
は
笠
井
一
人
で
は
な
く
、
他
に

二
名
を
配
し
た
計
三
人
の
棟
梁
を
置
く
、「
三
棟
梁
」
が
統
率
す
る
造
営
体
制
が
幕

末
ま
で
継
続
す
る
。
こ
こ
で
三
棟
梁
に
関
連
し
た
文
献
資
料
を
二
つ
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
、
文
政
度
か
ら
東
本
願
寺
造
営
に
参
加
す
る
尾
張
伊
藤
平
左
衛
門
家
の
八
代

守
富
（
一
八
一
八
〈
一
八
一
四
と
も
〉
～
七
七
）
に
よ
る
日
記
・
覚
書
で
あ
る
『
見

聞
学
行
跡
集
』
の
一
部
が
『
明
治
造
営
百
年 

東
本
願
寺
・
下
』
に
所
載
さ
れ
て
お

り（
（2
（

、
そ
の
中
の
寛
政
度
造
営
の
項
に
、「
三
棟
梁
」
と
し
て
「
笠
井
若
狭
／
田
邊
備

後
／
高
木
淡
路
」
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

　

次
に
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
滑
川
市
立
博
物
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
岩
城

家
文
書
の
中
に
も
東
本
願
寺
棟
梁
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
岩
城
家
は
初
代
の

庄
蔵
が
東
本
願
寺
文
政
度
造
営
の
小
屋
懸
り
を
、庄
蔵
の
孫
で
あ
る
岩
城
庄
之
丈（
一

八
四
三
～
一
九
二
八
）
も
明
治
度
造
営
の
小
屋
組
係
を
勤
め
た
越
中
滑
川
の
名
門
大

工
家（

（2
（

で
、
庄
之
丈
に
よ
る
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
の
「
番
匠
研
究 

徹
到

録 

甲
」（
仮
0−

13−

30
）
と
い
う
文
書
の
中
に
記
載
が
あ
る
。
同
文
書
は
覚
書
で
あ



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
四
十
号

六
〇

り
、
記
載
箇
所
に
よ
っ
て
は
「
維
時
文
久
元
辛
酉
秋　

伊
藤
八
世
ノ
主
守
富
謹
曰
」

や
「
京
都
東
本
願
寺
旧
棟
梁
笠
井
参
河
様
ヨ
リ
拝
借
ス
於
京
都
寫
之
」、「
木
子
棟
斎

先
生
御
伝
言
」
と
い
う
よ
う
に
誰
の
文
書
や
発
言
を
記
し
た
も
の
か
も
わ
か
る（

（2
（

。
そ

の
中
に
岩
城
庄
蔵
が
参
加
し
た
文
政
度
造
営
に
関
す
る
記
録
を
基
に
し
た
と
思
わ
れ

る
「
東
本
願
寺
旧
棟
梁
」「
父　

笠
井
三
河
／
子　

仝　

若
狭
／
父　

田
邊
備
後
／

子　

仝　

河
内
／
高
木
淡
路
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
棟
梁
は
家
職

化
さ
れ
て
お
り
、
笠
井
家
は
若
狭
と
三
河
を
、
田
邊
家
は
備
後
と
河
内
を
受
領
名
と

し
て
い
る
。
こ
の
内
、
高
木
家
は
淡
路
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
表
の
よ
う
に

讃
岐
（
安
政
度
御
影
堂
棟
札
銘
写（

（2
（

）
も
受
領
し
て
い
る
。

二
　
大
谷
祖
廟
に
お
け
る
笠
井
家
の
新
出
史
資
料

　

記
録
に
残
る
三
棟
梁
の
事
例
と
し
て
は
、
永
井
規
男
氏
が
『
造
営
史
』「
歴
史
上

の
東
本
願
寺
の
大
工
棟
梁
」
で
考
察
さ
れ
た
と
お
り
、
大
谷
祖
廟
本
堂
が
最
初
の
も

の
で
あ
ろ
う
。

　

東
本
願
寺
の
宗
祖
廟
所
と
し
て
、
寛
文
度
阿
弥
陀
堂
が
完
成
す
る
寛
文
十
年
（
一

六
七
〇
）
に
本
山
境
内
西
南
隅
か
ら
現
在
地
（
京
都
市
東
山
区
円
山
町
）
に
移
っ
た

大
谷
祖
廟
は
江
戸
時
代
に
は
大
谷
御
坊
と
称
さ
れ
た
。
明
治
以
降
の
管
刹
、
別
院
と

い
う
扱
い
を
経
て
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
の
大
谷
本
廟
か
ら
現
在
の
大
谷

祖
廟
と
改
め
ら
れ
た
の
は
同
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
の
こ
と
で
あ
る（

（3
（

。

　
『
大
谷
祖
廟
史
』
に
よ
れ
ば
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
よ
り
慶
応
三
年
（
一
八

六
七
）
ま
で
の
輪
番
所
日
記
で
あ
る
『
大
谷
年
中
記
』
を
基
に
し
た
元
禄
十
四
年
（
一

七
〇
一
）
四
月
二
十
二
日
の
本
堂
斧
始
の
記
事
に
、「
筒
井
若
狭
、
宮
川
八
郎
兵
衛
、

田
辺
八
兵
衛
」
の
三
名
が
出
仕
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る（

（3
（

。
先
に
紹
介
し
た
元
禄

十
五
年
の
「
東
御
門
跡
大
工
笠
井
若
狭
一
札
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
筆
頭
の
筒

井
若
狭
は
笠
井
若
狭
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
大
谷

祖
廟
の
現
本
堂
及
び
北
門
の
そ
れ
ぞ
れ
の
小
屋
裏
よ
り
発
見
さ
れ
た
棟
札
か
ら
も
裏

付
け
ら
れ
る（

（3
（

。
南
面
す
る
本
堂
は
正
面
に
一
間
の
向
拝
を
付
け
た
入
母
屋
造
、
本
瓦

葺
、
平
入
で
、
東
西
を
棟
通
り
と
す
る
棟
木
下
面
中
央
に
二
枚
の
棟
札
が
存
在
す
る
。

い
ず
れ
も
東
を
頭
と
し
て
、
東
側
の
棟
札
に
は
「
洛
東
大
谷
本
願
寺
開
山
霊
廟
大
寶

殿
」（
図
1
）、
西
側
の
棟
札
に
は
「
大
谷
本
願
寺
開
山
廟
堂
」（
図
2
）
と
中
央
上

部
に
記
し
た
も
の
で
、
棟
木
に
直
接
和
釘
留
め
さ
れ
て
い
る
た
め
、
裏
面
の
確
認
は

で
き
て
い
な
い
。
二
枚
と
も
東
本
願
寺
第
十
七
代
真
如
（
一
六
八
二
～
一
七
四
四
）

の
銘
と
、
斧
始
の
翌
年
の
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
一
月
二
十
九
日
の
年
記
が
あ

り
、
そ
れ
は
『
上
檀
間
日
記
』
の
本
堂
上
棟
日
と
も
一
致
す
る（

（3
（

。「
大
谷
本
願
寺
開

山
廟
堂
」の
棟
札
中
段
の
六
名
は
、『
大
谷
祖
廟
史
』が
参
考
と
し
た『
大
谷
年
中
記
』・

『
大
仲
居
日
記
』
に
記
載
さ
れ
た
東
山
大
谷
建
立
の
普
請
奉
行
衆
で
あ
る
。
下
段
に

は
「
笠
井
若
狭
可
廣
／
宮
川
河
内
清
教
／
田
邊
備
後
森
安
」
の
三
名
を
列
記
し
て
い

る
。
こ
の
元
禄
十
五
年
の
二
枚
の
棟
札
銘
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
載
が
『
御
再
建
見
聞

私
記
』（
城
端
別
院
善
徳
寺
史
料
）
に
も
存
在
す
る
の
だ
が
、『
造
営
史
』
で
は
同
書

所
引
の
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
東
本
願
寺
大
門
棟
札
の
方
を
笠
井
氏
の
確
か
な
初

出
資
料
と
し
て
い
る（

（3
（

。
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六
一

　

北
門
は
切
妻
造
、
本
瓦
葺
の
一
間
薬
医
門
で
本
堂
と
同
年
の
元
禄
十
五
年
（
一
七

〇
二
）
十
一
月
二
十
二
日
の
建
造
で
あ
る
。
東
西
を
棟
通
り
と
す
る
棟
木
下
面
中
央

に
西
を
頭
に
し
て
和
釘
留
め
さ
れ
た
棟
札
（
図
3
）
の
裏
面
の
確
認
は
で
き
て
い
な

い
。
銘
は
本
堂
（
図
4
）
の
棟
札
（
西
）（
図
2
）
と
同
じ
「
奉
行
」
六
名
を
配
し
、

下
段
に
は
「
工
匠
」
と
し
て
本
堂
と
同
一
の
「
笠
井
若
狭
可
廣
／
宮
川
河
内
清
教
／
田

邊
備
後
森
安
」
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の

本
堂
斧
始
に
出
仕
し
た
「
笠
井
若
狭
、
宮
川
八
郎
兵
衛
、
田
辺
八
兵
衛
」
と
同
一
人
物

と
思
わ
れ
、
工
匠
三
名
を
併
記
す
る
内
の
笠
井
若
狭
を
筆
頭
と
す
る
三
棟
梁
の
造
営

組
織
が
大
谷
祖
廟
元
禄
造
営
の
時
点
で
成
立
し
て
い
た
こ
と
及
び
、
三
家
の
一
つ
が

高
木
家
で
は
な
く
、
宮
川
姓
の
工
匠
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

　

な
お
、
北
門
は
棟
札
で
は
「
惣
門
」
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
地
誌
『
都
名
所
図
会
』
巻
之
三
所
収
の
「
東

大
谷（

（3
（

」
で
は
西
面
す
る
切
妻
造
の
正
門
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
文
久
二
年
（
一
八
六

二
）
版
行
の
「
東
山
大
谷
之
図（

（3
（

」（
図
5
・
6
）
で
は
そ
の
位
置
（
西
面
す
る
「
唐
門
」

を
通
っ
て
東
へ
進
み
、
中
段
に
上
が
っ
た
所
）
に
門
は
な
く
、『
都
名
所
図
会
』
に

は
存
在
し
な
い
現
在
の
北
門
が
、「
太
皷
樓
」
の
奥
（
東
）
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
表
唐
門
（
総
門
）
の
上
棟
年
で
、
大
谷
祖
廟
で
の
親
鸞
聖
人
六
百
回

御
遠
忌
法
要
が
厳
修
さ
れ
る
文
久
二
年
に
完
了
し
た
大
谷
新
道
（
下
参
道
・
土
手
の

築
造
）
整
備（

（3
（

に
伴
っ
て
、
旧
惣
門
を
現
在
の
北
門
と
し
て
移
築
し
た
可
能
性
が
あ
ろ

う
。ち
な
み
に
現
在
の
大
谷
祖
廟
境
内
西
側
入
口
に
建
つ
総
門
は
前
後
軒
唐
破
風
付
・

檜
皮
葺
の
大
型
四
脚
門
で
、
本
山
安
政
度
造
営
と
同
じ
「
田
邊
河
内
道
重
／
笠
井
若

図 3 　大谷祖廟
　　　北門（惣門）棟札

総
高
一
三
六
・
九
㎝　

肩
高
一
三
四
・
〇
㎝　

上
幅
二
一
・
〇
㎝　

下
幅
二
一
・
〇
㎝　

厚
さ
二
・
二
㎝

図 1 　大谷祖廟
　　　　　 本堂棟札（東）

光
性

初
祖

親
鸞
十
七
世
法
孫
大
僧
正
真
如

造
建

洛
東
大
谷
本
願
寺
開
山
霊
廟
大
寶
殿

元
禄
十
五
年
龍
集
壬
午
孟
春
二
十
有
九
日
爰
爲
上
梁
敬
書

図 2 　大谷祖廟
　　　　　 本堂棟札（西）

総
高
一
六
七
・
〇
㎝　

肩
高
一
六
三
・
九
㎝　

上
幅
二
一
・
〇
㎝　

下
幅
二
一
・
〇
㎝　

厚
さ
二
・
三
㎝

大
森
市
郎
左
衛
門
守
常

西
村
義
兵
衛
明
數

篠
原
仲
衛
門
延
政

廣

瀬

武

助

重

久

笠
井
若
狭
可
廣

宮
川
河
内
清
教

田
邉
備
後
森
安

冨
井
主
水
清
長

上
田
織
部
正
信

元
禄
壬
午
正
月
辛
亥

大
谷
本
願
寺
開
山
廟
堂

真
如
大
僧
正
建
立

総
高
六
三
・
九
㎝　

肩
高
六
〇
・
〇
㎝　

上
幅
二
一
・
〇
㎝　

下
幅
二
一
・
〇
㎝　

厚
さ
〇
・
九
㎝

洛
東
大
谷
本
願
寺
廟
所
惣
門

元
禄
十
五

歳
仲
冬
廿
二
日

真
如
大
僧
正
造
建
焉

冨
井
主
水
清
長

奉
行

上
田
織
部
正
信

大
森
市
良
左
衛
門
守
常

西
村
儀
兵
衛
明
數

篠
原
仲
右
衛
門
延
政

廣

瀬

武

助

重

久

工
匠

笠
井
若
狭
可
廣

宮
川
河
内
清
教

田
邉
備
後
森
安

壬
午
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六
二

狭
正
重
／
高
木
讃
岐
道
保
」
を
棟
梁
と
し
て
、
文
久
二
年
二
月
二
十
日
に
上
棟
さ
れ

た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

ま
た
、
北
門
（
惣
門
）
大
棟
西
端
に
葺
か
れ
た
獅
子
口
の
背
面
足
元
（
鰭
）
瓦
側

面
（
図
7
）
に
は
、
棟
札
と
同
じ
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
の
年
記
を
含
む
瓦
師

「
井
上
三
右
衛
門
尉
吉
尚
」
の
箆
書
が
あ
る
。
大
谷
祖
廟
土
蔵
で
保
管
さ
れ
て
い
る

本
堂
旧
獅
子
口
足
元
（
鰭
）
瓦
（
図
8
）
の
元
禄
十
五
年
二
月
の
箆
書
銘
に
も
、
北

門
（
惣
門
）
と
同
様
に
井
上
三
右
衛
門
尉
吉
尚
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

箆
書
に
あ
る
大
仏
地
域
の
瓦
に
言
及
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
京
都
瓦
師
は
御
用
瓦

師
と
い
う
仲
間
組
織
を
結
成
し
、
そ
の
中
で
も
大
仏
組
や
深
草
組
な
ど
は
主
に
二
条

城
の
御
用
を
勤
め
て
い
た
と
い
う（

（3
（

。
ま
た
、
井
上
三
右
衛
門
に
関
し
て
は
、
明
治
度

の
本
山
再
建
事
業
を
報
じ
た
機
関
誌
の
一
つ
で
あ
る
『
開
導
新
聞
』
の
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
）
七
月
三
日
（
第
二
七
〇
号
）
の
記
事
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

井
上
三
右
衛
門
と
深
草
の
寺
本
甚
兵
衛
が
天
明
（
寛
政
）・
文
政
・
安
政
の
三
度
の

造
営
で
瓦
を
調
進
し
た
家
柄
で
あ
る
と
い
う
も
の
で（

（4
（

、
代
々
東
本
願
寺
に
出
入
り
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
に
も
大
谷
祖
廟
表
唐
門
棟
札
と
同
年
の
「
文
久
二
年
／

壬
戌
正
月
」（
一
八
六
二
）
の
箆
書
が
鬼
瓦
に
残
る
大
谷
祖
廟
太
鼓
楼
の
瓦
に
も
「
御

用
／
京
大
佛
瓦
師
／
井
上
三
右
衛
門
」
の
刻
印
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
四
月
十
七
日
上
棟
の
東
本
願
寺
御
影
堂
門
棟
札
に
お
い
て
も
瓦
工
と

し
て
井
上
三
右
衛
門
と
寺
本
甚
兵
衛
の
名
前
が
あ
る（

（4
（

。
東
本
願
寺
以
外
に
も
、
浄
土

宗
総
本
山
知
恩
院
の
本
堂
（
国
宝
）・
集
會
堂
（
重
要
文
化
財
）
及
び
三
門
（
国
宝
）

で
も
井
上
三
右
衛
門
の
瓦
は
発
見
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

図 7 　大谷祖廟北門（惣門）背面及び
　　　獅子口 足元（鰭）瓦箆書

元
禄
十
五
壬
午
年
十
一
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
三
右
衛
門
尉

山
城
國
愛
宕
郡
大
佛
住　
　
　
　

吉
尚

図 8 　大谷祖廟本堂　旧獅子口 足元
　　　（鰭）瓦箆書

山
城
國
愛
宕
郡
大
佛
住

　
　

井
上
三
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　

吉
尚

元
禄
十
五
年

壬
午
二
月
吉
日

図 6 　図 5 左下拡大 図 5 　東山大谷之図
　　 （青木馨氏蔵）

図 4 　大谷祖廟本堂



【
特
別
調
査
報
告
】
真
宗
大
谷
派
大
谷
祖
廟
調
査

六
三

　

以
上
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
上
棟
の
大
谷
祖
廟
表
唐
門

（
総
門
）
の
一
棟
の
み
し
か
報
告
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
東
御
門
跡
大
工
笠
井
家
を
筆

頭
と
す
る
東
本
願
寺
三
棟
梁
が
関
与
し
た
現
存
建
造
物
が
、
そ
こ
か
ら
百
六
十
年
と

い
う
時
代
を
遡
る
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
上
棟
の
本
堂
・
北
門
（
惣
門
）
と
い

う
遺
構
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
棟
札
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
棟
札
は
本
山
の
元
文
度
大
門
以
前
に
笠
井
若
狭
が
東
御
門
跡
大
工

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
元
禄
十
五
年
の
大
工
頭
中
井
家
関
係
資
料
「
東
御
門
跡
大
工

笠
井
若
狭
一
札
」
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
東
本
願
寺
工
匠
史
に
お
い
て
大
き
な

意
義
を
持
つ
。
さ
ら
に
北
門
は
本
山
東
本
願
寺
に
近
代
ま
で
出
入
り
し
た
瓦
師
井
上

三
右
衛
門
の
歴
史
を
も
伝
え
る
貴
重
な
遺
構
で
あ
り
、
建
築
年
代
が
確
定
し
て
い
な

い
廟
所
唐
門
な
ど
他
の
建
造
物
も
含
め
、
今
後
の
調
査
に
よ
る
さ
ら
な
る
解
明
が
期

待
さ
れ
る
。

三
　
山
科
別
院
長
福
寺
に
お
け
る
三
棟
梁
の
新
出
史
資
料

　

続
い
て
東
本
願
寺
三
棟
梁
の
記
録
が
確
認
で
き
る
の
は
、
山
科
別
院
長
福
寺
（
京

都
市
山
科
区
）
の
享
保
の
棟
札
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

山
科
別
院
は
本
願
寺
八
代
蓮
如
（
一
四
一
五
〜
九
九
）
が
創
建
し
た
山
科
本
願
寺

の
旧
跡
に
、
第
十
七
代
真
如
の
時
に
建
て
ら
れ
た
別
院
で
あ
る（

（4
（

。
草
創
に
関
す
る
資

料
は
少
な
い
が
、『
山
科
郷
竹
ヶ
鼻
村
史
』
で
は
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
七
月

二
十
一
日
の
「
長
福
寺
引
移
シ
ニ
付
口
上
書
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
コ

ノ
度
、
宇
治
郡
山
科
郷
竹
ヶ
鼻
村
ノ
内
、
禁
裏
御
料
高
三
石
六
斗
一
升
二
合
ノ
畑
藪

地
ノ
内
ヘ
、
東
本
願
所
（
マ
マ
）

御
掛
リ
所
長
福
寺
ヲ
、
右
場
所
ヘ
御
引
移
サ
レ
タ
キ
旨
御
願

ニ
付
キ
、（
後
略
）」
と
あ
り（

（4
（

、
本
山
寺
内
に
あ
っ
た
長
福
寺
を
元
文
二
年
（
一
七
三

七
）
三
月
に
は
移
徙
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（4
（

。「
引
移
シ
」
と
い
う
言
葉
を
裏
付
け

る
よ
う
に
山
科
別
院
に
保
管
さ
れ
て
い
る
享
保
の
棟
札
に
は
、
享
保
二
十
年
（
一
七

三
五
）
九
月
の
「
奉
修
造
御
臺
所
」
及
び
「
奉
屋
根
修
覆
西
門
」（
た
だ
し
裏
面
に

平
成
四
年
〈
一
九
九
二
〉
十
二
月
の
年
記
も
あ
る
）、
翌
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）

二
月
の
「
奉
修
覆
鐘
堂
」
の
計
三
枚
が
あ
り
、
そ
こ
に
建
立
や
造
建
と
い
っ
た
新
造

を
示
す
文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
元
文
二
年
落
慶
の
旧
本
堂
棟
札
は
保
管
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
、
享
保
の
棟
札
の
内
唯
一
、
三
棟
梁
が
記
さ
れ
た
享
保
二
十

年
の
「
奉
修
造
御
臺
所
」
棟
札
（
図
9
）
を
掲
載
す
る
。

　

棟
梁
三
名
の
下
に
京
大
工
と
し
て
四
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。裏
面
の
記
載
か
ら
、

京
大
工
の
一
人
、
久
世
勘
右
衛
門
の
筆
に
な
る
棟
札
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
三
棟

梁
の
一
人
が
、
元
禄
の
大
谷
祖
廟
本
堂
・
北
門
（
惣
門
）
の
棟
札
に
お
け
る
宮
川
家

か
ら
高
木
家
に
交
代
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
笠
井
・
田
邊
・
高

木
の
三
棟
梁
が
統
率
す
る
造
営
体
制
は
東
本
願
寺
元
文
度
大
門
が
記
録
上
最
古
の
も

の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
以
前
の
享
保
の
時
点
で
事
例
が
存
在
す
る
こ
と
が

山
科
別
院
所
蔵
棟
札
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
二
十

二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
大
谷
祖
廟
表
唐
門
（
総
門
）
の
修
理
の
際
に
発
見
さ
れ
た
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
「
四
脚
御
門
建
立
」
棟
札
に
お
い
て
も
こ
の
三
棟
梁
の
体

制
（「
棟
梁
／
田
邊
河
内
道
重
／
笠
井
若
狭
正
重
／
高
木
讃
岐
道
保（

（4
（

」）
は
確
認
で
き
、
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四

東
本
願
寺
寛
政
度
・
文
政
度
・
安
政
度
の
造
営
を
経
て
、
江
戸
時
代
末
期
ま
で
世
襲

継
職
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
続
く
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
二
月
の

鐘
堂
修
復
札
で
は
棟
梁
が
高
木
淡
路
の
一
名
の
み
で
、
横
に
肝
煎
と
し
て
小
沢
藤
三

郎
を
記
し
て
い
る
の
だ
が
、
翌
年
の
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
十
一
月
二
日
の
東
本

願
寺
大
門
柱
立
で
は
「
笠
井
若
狭
・
田
辺
備
後
・
高
木
淡
路
」
の
三
棟
梁
と
な
っ
て

い
る（

（4
（

。『
御
再
建
見
聞
私
記
』（
城
端
別
院
善
徳
寺
史
料
）
に
お
け
る
「
御
影
堂
大
門

之
事
」
に
よ
れ
ば
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
三
月
二
十
六
日
の
釿
始
か
ら
元
文
二

年
十
一
月
二
日
の
柱
立
ま
で
に
十
九
年
を
経
た
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
大
門
作
事
は

長
期
に
及
ん
で
お
り
、
こ
の
間
に
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
か
ら
元
文
二
年
三
月

ま
で
の
山
科
別
院
の
伽
藍
造
営
も
同
時
進
行
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
山
科

別
院
台
所
修
造
棟
札
に
京
大
工
と
し
て
名
前
が
あ
る
四
名
の
内
、
橋
本
新
兵
衛
・
久

世
勘
右
衛
門
・
前
川
新
兵
衛
の
三
名
は
東
本
願
寺
大
門
柱
立
に
も
出
仕
し
て
い
る（

（4
（

こ

と
か
ら
、
本
山
と
山
科
御
坊
の
造
営
組
織
は
三
棟
梁
だ
け
で
は
な
く
肝
煎
層
も
重
複

し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
養
源
院
（
京
都
市
東
山
区
）
の
参
道
北
脇
に
建
つ

木
子
棟
斎
碑
の
碑
文
の
一
節
を
紹
介
し
た
い
。
そ
こ
に
は
「
明
和
年
任
播
磨
大
椽（
マ
マ
）。

祖
某
稱
市
右
衛
門
。
元
文
年
作
東
本
願
寺
正
門
及
山
科
坊
。」
と
あ
り（

（4
（

、
明
和
年
間
、

播
磨
大
掾
に
任
官
さ
れ
る
市
右
衛
門
と
称
す
る
棟
斎
の
系
譜
上
の
祖
が
、
こ
の
時
の

本
山
大
門（

（5
（

及
び
山
科
御
坊
造
営
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
誇
示
し
て
い
る
。

　

な
お
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
の
東
本
願
寺
大
門
釿
始
の
時
点
で
の
三
棟
梁
が

笠
井
・
田
邊
・
高
木
で
あ
っ
た
の
か
、
大
谷
祖
廟
元
禄
造
営
時
と
同
じ
笠
井
・
宮
川
・

田
邊
で
あ
っ
た
の
か
は
資
料
を
欠
き
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
管
見
で
は
幕
末
ま
で

継
続
す
る
笠
井
・
田
邊
・
高
木
の
東
本
願
寺
三
棟
梁
が
現
れ
る
資
料
は
、
現
時
点
に

お
い
て
こ
の
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
の
山
科
別
院
台
所
修
造
棟
札
が
最
古
の
も

の
と
い
え
よ
う（

（5
（

。

総
高
六
五
・
三
㎝　

肩
高
六
三
・
三
㎝

上
幅
一
八
・
〇
㎝　

下
幅
一
七
・
六
㎝　

厚
さ
〇
・
九
㎝

図 9 　山科別院長福寺台所棟札

表裏表

山
科
竹
鼻
御
坊
長
福
寺

享
保
廿

年
九
月
吉
日

棟
梁笠

井
若
狭

田
邊
備
後

高
木
淡
路

奉

修

造

御

臺

所

京
大
工

橋
本
新
兵
衛

久
世
勘
右
衛
門

前
川
新
兵
衛

向
嶋
吉
兵
衛

乙卯

裏

京
岩
上
住
大
工
勘
右
衛
門
書
之
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特
別
調
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告
】
真
宗
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谷
派
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谷
祖
廟
調
査

六
五

　

そ
の
後
、
山
科
別
院
長
福
寺
で
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）、
東
本
願
寺
第
十
九

代
乗
如
（
一
七
四
四
～
九
二
）
の
時
に
堂
舎
殿
宇
を
再
建
し
た
と
の
記
録
が
あ
る（

（5
（

。

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
の
本
堂
屋
根
葺
替
修
理
の
際
に
降
ろ
さ
れ
た
大
棟
獅
子
口

瓦
の
頂
部
に
は
「
天
明
四
甲
辰
春
／
山
城
国
深
草
住
人
／
瓦
師
寺
本
甚
兵
衛
」
の
箆

書
が
あ
り
、
天
明
再
建
を
裏
付
け
て
い
る
が
棟
札
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

　

大
工
頭
中
井
家
関
係
資
料
「
東
御
門
跡
大
工
笠
井
若
狭
一
札
」
に
よ
っ
て
、
元
禄

十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
は
笠
井
若
狭
が
東
本
願
寺
大
工
棟
梁
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
建
立
の
長
浜
別
院
大
通
寺
鐘
楼
の
記
録
を
最
後
に

明
暦
・
寛
文
度
の
東
御
門
跡
大
工
茨
木
家
か
ら
交
代
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
東
御

門
跡
大
工
笠
井
若
狭
一
札
」
と
同
じ
元
禄
十
五
年
の
大
谷
祖
廟
本
堂
・
北
門
（
惣
門
）

の
棟
札
か
ら
は
笠
井
若
狭
を
筆
頭
と
す
る
「
三
棟
梁
」（
笠
井
・
宮
川
・
田
邊
）
の
造

営
体
制
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
の
山
科
別
院

長
福
寺
台
所
の
棟
札
か
ら
、
幕
末
ま
で
続
く
笠
井
・
田
邊
・
高
木
の
三
棟
梁
が
こ
の

頃
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
本
山
で
の
罹
災
か
ら
の

造
営
が
繰
り
返
さ
れ
る
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
京
大
火
以
前
に
お
い
て
、
報
告

さ
れ
て
い
る
東
本
願
寺
棟
梁
笠
井
家
に
よ
る
御
坊
造
営
の
事
績
は
宝
暦
十
二
年
（
一

七
六
二
）
に
類
焼
し
た
井
波
御
坊
瑞
泉
寺
（
富
山
県
南
砺
市
）
の
再
建（

（5
（

の
み
で
、
今

回
発
見
さ
れ
た
棟
札
に
よ
っ
て
、そ
れ
以
前
に
事
例
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

笠
井
家
を
筆
頭
と
す
る
三
棟
梁
に
よ
る
遺
構
及
び
そ
の
棟
札
が
残
っ
て
い
る
の
は

管
見
で
は
大
谷
祖
廟
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
棟
梁
に
よ
る
黎
明
期
で
あ
る
元
禄
十

五
年
の
本
堂
・
北
門
（
惣
門
）
及
び
最
終
期
で
あ
る
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
二
月

上
棟
の
表
唐
門
（
総
門
）
で
あ
り
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
末
期
ま
で
東
御
門
跡
大
工

笠
井
家
を
筆
頭
に
世
襲
継
職
さ
れ
た
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な
建
造
物
群
と
い
え
る（

（5
（

。

　

こ
こ
で
、
既
往
研
究
・
文
献
（
表
参
照
）
及
び
今
回
の
調
査
を
基
に
笠
井
家
の
歴

代
を
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
笠
井
家
歴
代
】〈　

〉
内
は
確
認
で
き
る
年
代
・
東
本
願
寺
造
営
を
示
す（

（5
（

。

　

 

若
狭
可
廣〈
元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）〉 

─ 

若
狭
正
傳〈
元
文
三
年（
一
七
三
八
）〉

─ 

若
狭
政
種〈
明
和 

九 

年（
一
七
七
二
）〉 

─ 

若
狭
正
安〈
寛
政
度
〉

─ 

三
河
正
直〈
文
政
度
〉 

─ 

若
狭
正
典〈
文
政
度
〉 

─ 

若
狭
正
佐〈
文
政
度
〉

─ 

若
狭
正
重〈
安
政
度
〉 

─ 

正
言〈
明
治
十
五
年（
一
八
八
二
）〉

　

な
お
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
の
笠
井
若
狭
政
種
に
つ
い
て
は
大
石
田
町
（
山

形
県
北
村
山
郡
）
蔵
佐
藤
家
資
料
に
よ
っ
た
。
大
石
田
の
大
工
佐
藤
吉
住
は
笠
井
若

狭
の
門
弟
で
、同
年
に
伝
授
さ
れ
た
大
工
儀
礼
に
関
す
る
三
巻
の
相
伝
書
の
一
つ（
巻

子
装　

縦
二
五
・
三
㎝
×
横
二
八
五
・
一
㎝
）
の
巻
末
に
「
笠
井
若
狭
守
藤
原
政
種
」

の
奥
書
（
図
10
）
が
あ
る（

（5
（

。

　

実
は
こ
の
三
巻
の
相
伝
書
の
一
つ
で
あ
る
「
番
匠
上
棟
大
事
次
第
」
と
同
じ
主
題
・

内
容
の
儀
礼
書
が
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
「
近
世
建
築
技
術
書（

（5
（

」（
H−

771−

8
）

及
び
滑
川
市
立
博
物
館
蔵
岩
城
家
文
書
「
御
六
條
御
殿
御
規
式
一
件
入
」（
仮
21−

11



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
四
十
号

六
六

−

18
）
に
も
存
在
し
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
十
一
月
の
松

田
民
部
重
興
か
ら
の
伝
書
と
な
り
、
前
者
は
笠
井
若
狭
へ
、
後
者
（
岩
城
家
に
よ
る

書
写
か
）
は
柴
田
理
右
衛
門
へ
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
柴
田
理
右
衛
門
は
東
本
願

寺
元
文
度
大
門
肝
煎
の
一
人
で
、
西
本
願
寺
阿
弥
陀
堂
（
国
宝
）
の
宝
暦
九
年
（
一

七
五
九
）
棟
札
写（

（5
（

に
お
い
て
匠
職
水
口
若
狭
宗
貞
・
棟
梁
水
口
伊
豆
宗
為
の
下
に
三

名
記
載
さ
れ
た
大
工
の
筆
頭
「
柴
田
理
右
衛
門
政
種
」
の
先
代
ま
た
は
本
人
と
比
定

で
き
る
。
ま
た
、『
井
波
誌
』
所
収
の
「
瑞
泉
寺
誌
」
に
お
け
る
宝
暦
十
三
年
（
一

七
六
三
）
九
月
十
六
日
の
井
波
御
坊
瑞
泉
寺
釿
始
の
記
事
に
「
棟
梁
京
都
六
條
笠
井

若
狭
、
名
代
柴
田
理
右
衛
門
」
と
書
か
れ
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
五
月
二
十
日
の

御
堂
上
棟
で
は
「
笠
井
若
狭
柴
田
理
右
衛
門

笠
井
の
名
跡
也
」
と
あ
る（

（5
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
類
推
す

れ
ば
、笠
井
若
狭
政
種
は
柴
田
理
右
衛
門
政
種
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

以
上
の
と
お
り
、
調
査
を
踏
ま
え
て
笠
井
家
の
歴
代
を
辿
っ
た
も
の
の
、
現
時
点

で
は
三
棟
梁
及
び
明
暦
・
寛
文
度
の
東
本
願
寺
門
跡
大
工
茨
木
家
を
始
め
、
い
ず
れ

の
出
自
も
明
ら
か
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
特
に
笠
井
家
に
関

し
て
は
、
肝
煎
大
工
柴
田
家
と
の
関
係
性
の
整
理
も
必
要
と
な
ろ
う（

（6
（

。

　

最
後
に
笠
井
家
の
明
治
以
降
の
動
向
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。
伊
藤
平
左
衛
門

十
二
代
要
太
郎
氏
は
『
真
宗
』
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
九
月
号
「
両
堂
再
建
物

語
（
9
）
釿
始
式
」
に
お
い
て
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
十
月
五
日
の
『
開
導

新
聞
』
第
一
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
次
の
記
事
を
紹
介
し
て
い
る
。「
下
京
第
三
十
組

飴
屋
町
に
住
む
里
井
正
吉
は
代
々
御
本
山
の
棟
梁
職
で
数
十
年
相
伝
し
た
が
御
一
新

の
際
御
暇
に
な
り
是
ま
で
雑
業
で
暮
し
た
る
が
今
ど
の
御
再
建
に
付
き
家
柄
の
訳
で

作
事
世
話
掛
を
申
付
ら
れ
た
の
と
当
人
は
一
方
な
ら
ず
有
難
が
り
て
累
代
伝
わ
る
工

匠
の
諸
道
具
を
寄
附
し
た
に
付
き
奇
特
な
り
と
て
御
本
山
よ
り
金
四
十
円
を
下
さ
れ

ま
し
た
」。
こ
の
内
容
か
ら
里
井
正
吉
は
本
山
最
後
の
棟
梁
職
笠
井
正
言
の
こ
と
だ

と
し
て
い
る（

（6
（

。
ま
た
、
伊
藤
要
太
郎
氏
は
『
明
治
造
営
百
年 

東
本
願
寺
・
下
』「
明

治
の
両
堂
造
営
」
で
、
安
政
度
御
影
堂
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
二
十
九
日

の
棟
札
銘
に
お
け
る
三
棟
梁
の
一
人
、
笠
井
若
狭
正
重
が
笠
井
正
言
と
同
一
人
物
だ

と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、笠
井
若
狭
正
重
は
安
政
六
年（
一
八
五
九
）、

若
年
に
し
て
家
督
を
継
い
で
東
本
願
寺
棟
梁
職
と
な
り
、安
政
度
肝
煎
大
工
の
一
人
、

木
子
棟
斎
（
棟
札
銘
で
は
柴
田
新
八
郎
棟
斎
）
が
後
見
役
を
勤
め
た
こ
と
を
挙
げ
て

い
る（

（6
（

。
な
お
、
そ
の
後
の
笠
井
家
の
消
息
は
明
ら
か
で
は
な
い（

（6
（

。
し
か
し
、
寛
政
度
・

文
政
度
・
安
政
度
の
短
期
間
で
の
三
度
の
東
本
願
寺
再
建
事
業
は
笠
井
家
を
含
む
三

棟
梁
が
統
率
す
る
造
営
組
織
な
く
し
て
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

明
治
度
造
営
建
造
物
の
重
要
文
化
財
指
定
理
由
の
一
つ
で
あ
る
「
近
世
以
来
の
伝
統

木
造
建
築
技
術
」
の
伝
承
に
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
だ
っ
た
と
い
え
る
。
今
後
も
そ

の
偉
業
は
語
り
継
が
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

図10　佐藤家資料
　　　　（大石田町蔵）

明
和
九
辰壬
年
三
月
廿
一
日
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笠
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若
狭
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

  

藤
原
政
種
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押
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佐
藤
吉
住
殿
江
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宗
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廟
調
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六
七

注

（
1
）　

㋑
『
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
両
堂
等
御
修
復
工
事　

御
影
堂
御
修
復
工
事
報

告
書
』（
真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）、
二
〇
一
一
年
）。
㋺
『
真
宗
本
廟
（
東
本

願
寺
）
両
堂
等
御
修
復
工
事　

阿
弥
陀
堂
御
修
復
工
事
報
告
書
』（
真
宗
大
谷
派

（
東
本
願
寺
）、
二
〇
一
七
年
）。
㋩
『
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
両
堂
等
御
修
復

工
事　

御
影
堂
門
御
修
復
工
事
報
告
書
』（
真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）、
二
〇

一
七
年
）。

（
2
）　
『
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
境
内
建
築
群
総
合
調
査
報
告
書
』（
真
宗
大
谷
派
（
東

本
願
寺
）、
二
〇
一
八
年
）。

（
3
）　

文
化
庁
監
修
『
月
刊
文
化
財
』
六
七
一
号
（
第
一
法
規
、
二
〇
一
九
年
八
月
）

八
頁
「
新
指
定
の
文
化
財
─
建
造
物
─
」、
三
一
～
三
八
頁
。

（
4
）　
『
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
─
本
願
を
受
け
継
ぐ
人
び
と
─
』（
東
本
願

寺
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
）。

（
5
）　

前
掲
注（
4
）五
八
～
六
五
頁　

永
井
規
男「
歴
史
上
の
東
本
願
寺
の
大
工
棟
梁
」。

（
6
）　

前
掲
注
（
2
）
六
頁
「
境
内
の
建
築
一
覧
」
に
お
け
る
工
事
関
係
者
に
は
笠
井

の
名
前
は
な
い
。

（
7
）　

㋑
櫻
井
敏
雄
『
八
尾
市
文
化
財
調
査
報
告
六
七　

顕
証
寺
本
堂
調
査
研
究
報
告

書
』（
八
尾
市
教
育
委
員
会
、二
〇
一
一
年
）六
七
～
七
〇
頁「
西
本
願
寺
の
工
匠
」。

㋺
櫻
井
敏
雄
『
浄
土
真
宗
寺
院
の
建
築
史
的
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九

九
七
年
）
四
六
四
～
四
六
六
頁
「
本
願
寺
の
工
匠
」。

（
8
）　
『
同
朋
新
聞
』（
東
本
願
寺
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）
五
頁 

御
遠
忌
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
「
大
谷
祖
廟
整
備
事
業
」
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
表
唐
門
建
立
棟
札
。
こ

れ
ま
で
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
以
降
に
東
本
願
寺
か
ら
の
移
建
と
考
え
ら
れ

て
き
た
表
唐
門
が
、
こ
の
棟
札
に
よ
っ
て
、
文
久
二
年
の
新
築
と
い
う
こ
と
が

判
明
し
た
。

（
9
）　

前
掲
注
（
4
）
六
〇
、六
一
頁　

永
井
規
男
「
歴
史
上
の
東
本
願
寺
の
大
工
棟
梁
」

門
跡
大
工
笠
井
氏
。
二
二
七
頁「
寛
政
度
再
建
の
御
影
堂
」で
は
、「
寛
政
二
年（
一

七
九
〇
）
に
越
中
の
門
徒
大
工
が
記
し
た
『
御
再
建
見
聞
私
記
』（
城
端
別
院
所

蔵
）」
と
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
　

現
在
、
善
徳
文
化
護
持
研
究
振
興
会
で
は
『
御
再
建
見
聞
私
記
』
を
含
む
「
城

端
別
院
善
徳
寺
史
料
」
の
全
文
デ
ジ
タ
ル
化
・
解
読
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同

会
古
文
書
調
査
班 

浦
辻
一
成
班
長
よ
り
『
御
再
建
見
聞
私
記
』
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
及
び
翻
刻
文
を
頂
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、
以
下
の
と
お
り
当
該
箇
所

を
掲
載
す
る
。
な
お
、
田
辺
備
後
源
芳
倍
は
田
邊
備
後
源
芳
信
と
読
め
る
。

　
　
　
　

御
大
門
上
梁
銘
（
寸
法
竪
剣
先
ヨ
リ
二
尺
九
寸
／
高
倍
壱
寸
巾
八
寸
四
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

棟
梁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

笠
井
若
狭
藤
原
正
傳

　
　
　
　
　

法
務
十
七
世
前
大
僧
正
釋
真
如
大
和
尚
造
立 

田 

邊 

備 

後 

源 

芳 

信

　
　
　
　
　
　
　

元
文
三
年
午
四
月
朔
日　
　
　
　
　
　

 

高 

木 

淡 

路 

源 

喜 

始

（
10
）　

谷
直
樹
『
中
井
家
大
工
支
配
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
）
三
〇
九

～
三
一
三
頁
「
京
大
工
組
」、
三
二
〇
頁　

中
井
家
文
書
「
東
御
門
跡
大
工
笠
井

若
狭
一
札
」。

（
11
）　

前
掲
注
（
4
）
六
三
頁　

永
井
規
男
「
歴
史
上
の
東
本
願
寺
の
大
工
棟
梁
」　

肝

煎
大
工
柴
田
氏
。

（
12
）　
『
明
治
造
営
百
年 

東
本
願
寺
・
下
』（
真
宗
大
谷
派
本
廟
維
持
財
団
、一
九
七
八
年
）

一
八
～
三
八
頁　

川
上
貢
「
江
戸
時
代
の
東
本
願
寺
建
築
」。

（
13
）　

前
掲
注
（
7
）
㋑
七
一
、
七
二
頁
「
東
本
願
寺
の
工
匠
」。

（
14
）　

近
松
誉
『
東
本
願
寺
小
景
』（
真
宗
大
谷
派
難
波
別
院
、
二
〇
一
六
年
）
九
～
一

一
頁
「
棟
梁
の
系
譜
（
一
）
～
東
本
願
寺
の
工
匠
た
ち
～
」。

（
15
）　

前
掲
注
（
4
）
一
七
五
、
一
七
六
頁
「
東
本
願
寺
御
寺
内
之
図
（
教
如
様
御
時

之
図
）」〈
大
谷
大
学
博
物
館
所
蔵
〉
ト
レ
ー
ス
に
寺
内
町
の
古
い
形
態
が
絵
図

と
し
て
描
か
れ
、
寺
内
の
南
東
に
宇
野
主
水
、
川
那
部
甚
兵
衛
な
ど
の
坊
官
・

家
臣
の
屋
敷
と
並
ん
で
、
絵
所
内
匠
、
屋
ね
や
大
助
、
大
工
孫
左
衛
門
、
大
工

庄
三
郎
な
ど
の
諸
職
人
の
名
前
も
見
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、

こ
の
「
東
本
願
寺
御
寺
内
之
図
（
教
如
様
御
時
之
図
）」
は
、「
山
科
本
願
寺
絵
図
」

と
共
に
大
谷
派
初
代
講
師
光
遠
院
恵
空
（
一
六
四
四
～
一
七
二
一
）
の
筆
写
に

な
る
貴
重
な
も
の
で
、
二
点
と
も
大
阪
市
・
慈
雲
寺
住
職
江
村
鐡
堂
氏
（
一
九

〇
一
～
七
九
）
の
寄
贈
に
な
る
。

（
16
）　

前
掲
注
（
7
）
㋑
に
同
じ
。『
重
要
文
化
財　

本
願
寺
大
師
堂
修
理
工
事
報
告
書
』

（
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
、
二
〇
〇
九
年
）
一
二
九
頁 

寛
永
十
三

年
再
興
作
事
方
棟
札
。



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
四
十
号

六
八

（
17
）　

川
上
貢
『
近
世
上
方
大
工
の
組
・
仲
間
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）
三
一

一
～
三
一
八
頁
「
近
世
内
裏
の
造
営
事
情
」。

（
18
）　

前
掲
注
（
4
）
五
八
、五
九
頁　

永
井
規
男
「
歴
史
上
の
東
本
願
寺
の
大
工
棟
梁
」

門
跡
大
工
茨
木
氏
、
六
四
三
頁
（
明
暦
度
）
御
影
堂
棟
札
銘
等
写
。
前
掲
注

（
7
）
㋑
七
一
、
七
二
頁
「
東
本
願
寺
の
工
匠
」。
前
掲
注
（
12
）
二
四
頁　

川

上
貢
「
江
戸
時
代
の
東
本
願
寺
建
築
」。
前
掲
注
（
14
）
九
頁
「
棟
梁
の
系
譜
（
一
）

～
東
本
願
寺
の
工
匠
た
ち
～
」。

　
　
　

㋑
東
京
都
立
図
書
館
蔵
木
子
文
庫
（
木
16−

3 −

8
）「
東
本
願
寺
御
影
堂
棟
札
写

（
明
暦
四
）」。
㋺
織
田
顕
信
『
真
宗
教
団
史
の
基
礎
的
研
究
』（
法
蔵
館
、
二
〇

〇
八
年
）
四
七
三
～
五
〇
七
頁
「
明
暦
度
再
建
東
本
願
寺
御
影
堂
造
営
に
つ
い

て
─
新
出
『
遷
座
之
記
』
を
中
心
に
─
」。
㋩
『
大
系
真
宗
史
料
』
文
書
記
録
編

一
三　

儀
式
・
故
実
（
真
宗
史
料
刊
行
会
、
二
〇
一
七
年
）
二
二
四
頁
『
法
流

故
実
条
々
秘
録
』。

（
19
）　

前
掲
注
（
4
）
一
八
七
～
一
八
九
頁
「
大
工
の
構
成
」、
六
四
三
頁
『
粟
津
元
隅

日
記
寛
文
六
年
阿
弥
陀
堂
一
件
抜
書
』。

（
20
）　

前
掲
注
（
4
）
六
〇
頁　

永
井
規
男
「
歴
史
上
の
東
本
願
寺
の
大
工
棟
梁
」　

門

跡
大
工
茨
木
氏
。

　
　
　

㋑
『
重
要
文
化
財
大
通
寺
客
室
（
含
山
軒
及
び
蘭
亭
）
修
理
工
事
報
告
書
』（
滋

賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
、
一
九
七
一
年
）
四
九
頁　

鐘
楼
の

建
立
棟
札
。
㋺
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編『
大
通
寺
建
造
物
調
査
報
告
書
』（
長

浜
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）
三
三
、
三
四
頁
「
鐘
楼
」。

（
21
）　

㋑
『
真
宗
の
組
織
と
制
度
』
千
葉
乗
隆
著
作
集　

第
三
巻
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇

一
年
）
三
八
三
～
三
九
四
頁
「
本
願
寺
別
院
の
推
移
」
や
、㋺
『
別
院
探
訪
』（
東

本
願
寺
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）
六
～
一
五
頁　

木
場
明
志
「
別
院
の
由
緒
と

今
を
訪
ね
て
」
に
よ
れ
ば
、
別
院
は
古
く
は
御
坊
と
い
い
、
御
堂
・
通
寺
・
掛
所
・

懸
所
・
兼
帯
所
・
末
刹
な
ど
と
も
称
さ
れ
る
。
ま
た
、
時
代
や
東
西
本
願
寺
で

御
坊
の
意
味
合
い
は
若
干
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
別
院
・
御
坊
と
も
同
じ
意
味

で
用
い
て
い
る
。

（
22
）　

前
掲
注
（
9
）
に
同
じ
。

（
23
）　

前
掲
注
（
10
）
に
同
じ
。

（
24
）　

川
上
貢
編
『
幕
府
京
都
御
大
工
頭
中
井
家
文
書
目
録
─
長
香
寺
寄
託
分
─
』（
京

都
大
学
工
学
部
建
築
系
教
室
建
築
史
研
究
室
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
同

文
書
は
中
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
長
香
寺
（
京
都
市
下
京
区
、
浄
土
宗
）
へ
、

中
井
家
か
ら
寄
託
さ
れ
た
文
書
群
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
文
書
番
号
Ｂ−

3 −
ｂ−

5
は
、
Ｂ
＝
中
井
家
（
役
所
）
の
職
務
に
関
す
る
も
の
、
3
＝
大
工
統
制
等
、

ｂ
＝
大
工
組
関
係
の
5
番
目
を
示
し
て
い
る
。
同
文
書
は
平
成
二
十
三
年
（
二

〇
一
一
）、重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た「
大
工
頭
中
井
家
関
係
資
料
」に
含
ま
れ
、

現
在
は
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
同
館
の
谷
直
樹
館
長
〈
前

掲
注
（
10
）『
中
井
家
大
工
支
配
の
研
究
』
著
者
〉
よ
り
、
ご
教
示
頂
い
た
こ
と

に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
25
）　

前
掲
注
（
10
）
二
五
〇
～
二
五
五
頁
「
中
井
役
所
の
成
立
と
棟
梁
衆
の
再
編
成
」、

三
〇
九
～
三
一
三
頁
「
京
大
工
組
」。
前
掲
注
（
4
）
六
〇
頁　

永
井
規
男
「
歴

史
上
の
東
本
願
寺
の
大
工
棟
梁
」
門
跡
大
工
笠
井
氏
。

（
26
）　

前
掲
注
（
12
）
三
九
～
五
三
頁　

伊
藤
要
太
郎
「
明
治
の
両
堂
造
営
」。

（
27
）　
『
地
域
を
描
く
・
寺
社
を
建
て
る
─
「
岩
城
家
文
書
」
の
世
界
─
』（
滑
川
市
立

博
物
館
、
二
〇
一
五
年
）。
岩
城
家
文
書
に
関
し
て
は
、
滑
川
市
立
博
物
館 

近
藤

浩
二
館
長
補
佐
に
ご
教
示
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
28
）　
『
日
本
古
典
建
築
の
設
計
原
理
の
分
析
と
現
存
遺
構
と
の
比
較
に
関
す
る
研
究
』

一
九
九
五
年
度
～
二
〇
〇
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究

成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者　

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授
永
井
康

雄
）
二
七
～
三
〇
頁
「
岩
城
家
文
書
の
概
要
」。

（
29
）　

前
掲
注
（
4
）
七
一
四
頁
（
安
政
度
）
御
影
堂
棟
札
銘
等
写
。

（
30
）　

㋑
細
川
行
信
『
大
谷
祖
廟
史
』（
東
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
八
五
年
改
訂
）
一
九

五
～
二
一
三
頁「
東
大
谷
祖
廟
の
創
立
」、二
五
六
〜
二
六
一
頁「
維
新
後
の
歩
み
」。

前
掲
注
（
21
）
㋺
木
場
明
志
「
別
院
の
由
緒
と
今
を
訪
ね
て
」
一
一
、
一
二
頁　

廃
院
と
な
っ
た
国
内
の
別
院
の
例
。

（
31
）　

前
掲
注
（
30
）
㋑
二
一
五
頁
「
祖
廟
の
改
築
と
整
備
」。
藤
島
達
朗
監
修
『
大
谷

本
廟
史
』（
大
谷
派
宗
務
所
、
一
九
六
三
年
）
一
九
五
頁
。『
大
谷
年
中
記
』
の

当
該
箇
所
を
実
見
し
た
が
、
筆
頭
は
筒
井
若
狭
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

こ
の
本
堂
建
立
の
端
緒
と
し
て
、
前
掲
注
（
18
）
㋺
織
田
著
書　

四
五
九
～
四

七
二
頁
「
東
本
願
寺
一
如
と
そ
の
時
代
」
で
は
、
東
本
願
寺
第
十
六
代
一
如
（
一

六
四
九
～
一
七
〇
〇
）
が
最
晩
年
の
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
に
東
大
谷
の



【
特
別
調
査
報
告
】
真
宗
大
谷
派
大
谷
祖
廟
調
査

六
九

御
堂
再
建
を
企
て
た
が
、
完
成
を
待
た
ず
翌
十
三
年
四
月
十
二
日
に
五
十
二
歳

で
逝
去
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）　

調
査
に
ご
協
力
頂
い
た
大
谷
祖
廟
鈴
木
君
代
次
長
・
大
谷
求
氏
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。
こ
れ
ま
で
大
谷
祖
廟
の
建
築
を
取
り
上
げ
た
文
献
と
し
て
は
㋑
『
京
都

府
の
近
世
社
寺
建
築
』（
京
都
府
教
育
委
員
会
、一
九
八
三
年
）
一
五
三
頁
「
廟
所
・

別
院
の
本
堂
形
式
」、
一
六
〇
、
二
九
八
、
三
四
四
頁
「
東
大
谷
本
堂
」
や
、
前

掲
注
（
17
）
川
上
著
書 

三
七
四
～
三
七
六
頁
「
京
都
市
内
の
近
世
社
寺
建
築
」

時
宗
、
真
宗
寺
院
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
本
堂
の
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
棟

札
及
び
工
匠
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。
前
掲
注
（
4
）
六
六
～
九
四
頁　

櫻
井

敏
雄
「
御
坊
格
寺
院
本
堂
の
建
築
的
構
成
と
工
匠
─
そ
の
平
面
と
空
間
・
意
匠
─
」

所
載
の
遺
構
表
や
、前
掲
注
（
7
）
㋑
二
四
、二
五
頁　

御
坊
遺
構
表
に
お
い
て
、

「
岡
崎
別
院
本
堂
（
大
谷
派
十
九
世
紀
中
期
）、
東
大
谷
本
堂
（
元
禄
十
二
年
）、

佛
光
寺
（
本
廟
）
本
堂
（
安
永
四
年
）、
西
大
谷
本
堂
（
十
九
世
紀
後
期
）
は
、

外
陣
中
柱
が
建
た
な
か
っ
た
り
、
建
立
年
代
も
新
し
く
小
規
模
で
あ
る
た
め
除

外
し
た
。」
と
あ
り
、
廟
所
本
堂
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
33
）　

大
谷
大
学
編
『
真
宗
年
表
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
三
年
）
一
二
四
頁
。

（
34
）　

前
掲
注
（
9
）
に
同
じ
。

（
35
）　

秋
里
籬
島
著
、竹
原
春
朝
斎
画
『
都
名
所
図
会
』（
吉
野
屋
為
八
、一
七
八
〇
年
）。

『
新
修 

京
都
叢
書
』
第
十
一
巻　

都
名
所
図
会
（
光
彩
社
、
一
九
六
八
年
）
一
三

七
、
一
三
八
頁
「
東
大
谷
」。

（
36
）　
「
東
山
大
谷
之
図
」（
青
木
馨
氏
蔵
）
縦
三
五
・
七
㎝
×
横
四
六
・
七
㎝
。
左
上

に
「
文
久
二
壬
戌
歳
／
三
月
従
廿
三
日
御
逮
夜
／
同
至
廿
八
日
御
日
中
／
大
御

遠
忌
御
執
行
／
御
庭
儀
御
行
粧
図
」、
右
下
に
「
御
寺
内
書
林
／
版
元
／
丁
子
屋

九
良
右
衛
門
／
同　

平
兵
衛
／
同　

七
兵
衛
／
六
柳　

四
方
春
翠
拝
画
」
と
あ

る
。
撮
影
・
掲
載
の
許
可
を
頂
い
た
青
木
馨
氏
に
は
感
謝
の
意
を
表
す
。「
東
山

大
谷
之
図
」
の
二
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
地
誌
『
再
撰
花
洛
名
勝
図
会
』（
神
光
向

松
堂
、
一
八
六
四
年
）。
立
命
館
大
学
図
書
館
所
蔵
善
本
復
刻
叢
書
（
第
1
期
）

近
世
風
俗
・
地
誌
叢
書　

第
五
巻
『
再
撰
花
洛
名
勝
図
会
』
東
山
之
部
（
下
）（
龍

溪
書
舎
、
一
九
九
六
年
）
七
四
、
七
五
頁
「
東
山
大
谷
御
廟
所
」
で
も
同
様
の

建
物
描
写
と
な
っ
て
い
る
。

（
37
）　

前
掲
注
（
30
）
㋑
二
四
七
～
二
五
二
頁
「
祖
像
の
大
谷
避
難
」。

（
38
）　

前
掲
注
（
8
）
に
同
じ
。
惣
肝
煎
も
同
じ
柴
田
伊
勢
大
掾
貞
次
が
勤
め
て
い
る
。

（
39
）　

㋑
寺
本
光
男
編
『
二
条
御
城
中
御
修
覆
ニ
付
諸
願
書
并
諸
調
書
大
要
録
』（
寺
本

甚
兵
衛
製
瓦
、
二
〇
一
一
年
）。
寺
本
家
現
当
主
の
光
男
氏
か
ら
は
数
々
の
文
献

及
び
情
報
を
賜
っ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
㋺
展
示
図
録
35
『
わ
ざ
の
極

意
は
道
具
に
あ
り
─
山
城
の
瓦
づ
く
り
─
』（
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館
、
二

〇
一
四
年
）
一
六
、
一
七
頁
「
京
都
の
造
瓦
組
織
に
つ
い
て
─
江
戸
時
代
か
ら

明
治
に
か
け
て
─
」
御
用
瓦
師
に
つ
い
て
。

（
40
）　

㋑
『
開
導
新
聞
（
三
）』「
宗
報
」
等
機
関
誌
復
刻
版
24
（
東
本
願
寺
出
版
部
、

一
九
九
九
年
）
五
五
五
頁　

明
治
十
五
年
七
月
三
日
『
開
導
新
聞
』
第
二
七
〇
号
、

三
頁
。
㋺
寺
本
光
男
編
『
東
本
願
寺
御
影
堂
（
文
政
度
）
再
建
瓦
』（
寺
本
甚
兵

衛
製
瓦
、
二
〇
〇
八
年
）。
㋩
寺
本
光
男
編
『
深
草
瓦
師
資
料
』（
寺
本
甚
兵
衛

製
瓦
、
二
〇
一
〇
年
）
二
頁
「
寺
本
家
過
去
帖
年
表
」
及
び
寺
本
光
男
氏
の
教

示
に
よ
れ
ば
、
寺
本
家
と
井
上
家
は
姻
戚
関
係
に
あ
る
。
ま
た
、「
寺
本
甚
兵
衛
」

の
箆
書
銘
は
大
谷
祖
廟
本
堂
古
瓦
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）　

前
掲
注
（
1
）
㋩
一
七
八
、
一
七
九
頁　

資
料
─
棟
札
。

（
42
）　

㋑
『
国
宝
・
重
要
文
化
財　

知
恩
院
本
堂
及
び
集
會
堂
ほ
か
二
棟
修
理
工
事
報

告
書
（
本
堂
・
本
文
編
）』（
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
、
二
〇
一

九
年
）
一
五
四
頁　

井
上
銘
を
持
つ
瓦
。
㋺
『
国
宝
・
重
要
文
化
財　

知
恩
院

本
堂
及
び
集
會
堂
ほ
か
二
棟
修
理
工
事
報
告
書
（
集
會
堂
編
）』（
京
都
府
教
育

庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
、
二
〇
一
二
年
）
八
一
頁　

瓦
刻
印
各
種　

そ
の
2
。

㋩
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
編
『
重
要
文
化
財　

知
恩
院
三
門
修

理
工
事
報
告
書
』（
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
）
一
〇
八
頁　

瓦
職
人

名
の
刻
印
。

（
43
）　

前
掲
注
（
21
）
㋺
一
六
二
、
一
六
三
頁　

草
野
顕
之
「
山
科
別
院
」。

（
44
）　
『
山
科
郷
竹
ヶ
鼻
村
史
』（
佐
貫
伍
一
郎
、一
九
八
六
年
）
三
八
二
、三
八
三
頁
「
東

御
坊
の
建
立
」。

（
45
）　

㋑
『
本
願
寺
誌
要
』（
真
宗
大
谷
派
本
願
寺
誌
要
編
輯
局
、一
九
一
一
年
）
二
九
七
、

二
九
八
頁
「
山
科
別
院
」。
㋺
石
川
松
衛
編
『
京
都
府
山
科
町
誌
』（
京
都
府
山

科
町
役
場
、
一
九
三
〇
年
）
二
九
四
、
二
九
五
頁
「
山
科
大
谷
派
別
院
」。

（
46
）　

前
掲
注
（
8
）
に
同
じ
。

（
47
）　

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
編『
天
明
八
年
日
記　

御
再
建
日
記
』真
宗
本
廟（
東



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
四
十
号

七
〇

本
願
寺
）
造
営
史
料
叢
刊
1
（
大
谷
大
学
、二
〇
一
四
年
）
三
七
七
～
三
七
九
頁
。

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
三
月
二
十
六
日
の
寛
政
度
「
大
門
御
柱
建
御
規
式

役
書
」
の
先
例
と
し
て
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
十
一
月
二
日
の
役
書
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
役
職
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
元
文
度
の
「
笠
井
若
狭
・

田
辺
備
後
・
高
木
淡
路
」
の
三
名
は
、
寛
政
度
大
門
の
三
棟
梁
「
笠
井
若
狭
・

田
辺
備
後
・
高
木
小
太
郎
」
と
同
じ
大
紋
（
だ
い
も
ん
）
を
着
用
し
て
い
る
。

（
48
）　

前
掲
注
（
47
）
に
同
じ
。
寛
政
度
大
門
柱
立
役
書
と
装
束
を
照
合
す
れ
ば
、
布

衣
（
ほ
い
）
を
着
用
し
た
四
名
が
惣
肝
煎
（
谷
口
五
兵
衛
・
木
子
市
右
衛
門
・

富
永
理
兵
衛
・
柴
田
理
右
衛
門
）
で
、
素
袍
（
す
お
う
）
を
着
用
し
た
十
四
名

が
平
肝
煎
（
谷
口
宇
右
衛
門
・
宇
治
川
善
兵
衛
・
久
世
勘
右
衛
門
・
川
原
崎
源

兵
衛
・
中
嶋
甚
兵
衛
・
橋
本
新
兵
衛
・
笠
井
宇
右
衛
門
・
日
下
部
治
兵
衛
・
前

川
新
兵
衛
・
高
木
三
郎
兵
衛
・
中
嶋
㐂
兵
衛
・
高
嶋
善
兵
衛
・
吉
岡
甚
兵
衛
・

長
谷
川
茂
兵
衛
）
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
内
、
谷
口
五
兵
衛
・
谷
口

宇
右
衛
門
は
、『
長
岡
京
市
史
』
建
築
・
美
術
編
（
長
岡
京
市
役
所
、一
九
九
四
年
）

八
七
頁
所
載
の
西
山
浄
土
宗
総
本
山
光
明
寺
御
影
堂
（
長
岡
京
市
指
定
文
化
財
）

棟
札
（
元
文
元
年
斧
始
、
宝
暦
三
年
上
棟
）
に
お
け
る
棟
梁
の
筆
頭
に
名
前
が

あ
る
（
京
都
四
條
坊
門
通
御
幸
町
西
ェ
入
所
）
谷
口
五
兵
衛
源
重
治
・（
五
兵
衛

次
男
）
谷
口
宇
右
衛
門
源
重
持
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。

（
49
）　

㋑
東
京
都
立
図
書
館
蔵
木
子
文
庫
（
木
74−
4 −

28
）「
墓
碑
拓
本
／
木
子
棟
齊
墓

碑
」（
明
治
廿
六
年
七
月
建
）。
㋺
美
浜
町
誌
編
纂
委
員
会
編『
わ
か
さ
美
浜
町
誌
』

〈
美
浜
の
文
化
〉
第
三
巻　

拝
む
・
描
く
（
美
浜
町
、
二
〇
〇
五
年
）
四
三
四
～

四
四
三
頁
「
木
子
棟
斎
像
及
び
碑
文
」。

（
50
）　

前
掲
注
（
47
）、（
48
）
に
同
じ
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
東
本
願
寺
大
門

柱
立
に
出
仕
し
た
工
匠
で
、
木
子
姓
は
木
子
市
右
衛
門
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、

棟
斎
は
柴
田
新
八
郎
（
木
子
）
棟
躬
（
日
向
掾
、一
八
〇
一
〜
四
九
）
を
継
い
で
、

柴
田
新
八
郎
棟
斎
も
襲
名
し
て
い
る
。
参
加
者
の
内
、
柴
田
姓
は
柴
田
理
右
衛

門
だ
け
で
あ
る
。

（
51
）　

山
科
別
院
長
福
寺
の
享
保
の
棟
札
が
保
管
さ
れ
て
い
る
建
造
物
（
台
所
・
西
門
・

鐘
楼
）
は
い
ず
れ
も
現
存
し
て
い
な
い
が
、
境
内
南
西
に
建
つ
太
鼓
楼
（
京
都

府
暫
定
登
録
文
化
財
）
は
、
下
層
に
保
管
さ
れ
た
太
鼓
の
銘
か
ら
宝
暦
二
年
（
一

七
五
二
）
に
橋
村
理
兵
衛
が
張
替
を
し
て
お
り
、
享
保
創
建
時
の
建
築
の
可
能

性
も
あ
る
が
、
棟
札
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
調
査
協
力
並
び
に
台
所
棟
札
の

撮
影
・
掲
載
許
可
を
頂
い
た
同
別
院
列
座
北
脇
隆
昭
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

前
掲
注
（
7
）
㋺
櫻
井
著
書 

三
〇
二
～
三
〇
四
頁
「
山
科
別
院
長
福
寺
」、
前

掲
注
（
32
）
㋑
一
六
二
、
二
九
九
、
三
四
五
頁
に
、
山
科
別
院
長
福
寺
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
棟
札
や
工
匠
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。

（
52
）　

前
掲
注
（
45
）
に
同
じ
。

（
53
）　

井
波
彫
刻
宗
家
番
匠
屋
十
六
代
田
村
与
八
郎
氏
よ
り
ご
教
示
を
賜
り
、
感
謝
申

し
上
げ
る
。『
井
波
町
史
』上
巻（
井
波
町
、一
九
七
〇
年
）五
四
二
頁
掲
載
の「
瑞

泉
寺
再
建
釿
始
式
次
第
」
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
「
狩
衣 

京
都
／
笠
井

若
狭
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、千
秋
謙
治
著『
年
表
で
み
る
井
波
瑞
泉
寺
』（
桂

書
房
、
二
〇
一
四
年
）
六
〇
、
六
一
頁
所
載
の
瑞
泉
寺
蔵
「
越
中
国
礪
波
郡
井

波
杉
谷
山
瑞
泉
寺
御
坊
鋪
地
絵
図
并
近
辺
所
見
之
図
」（
縦
一
六
九
㎝
×
横
二
三

七
㎝
）
に
「
安
永
四
年
未
二
月
中
旬
」（
一
七
七
五
）
の
年
記
及
び
「
笠
井
若
狭

傳
／
圖
師 

柴
田
貞
英
書
之
」
と
い
う
署
名
が
あ
る
。
な
お
、「
瑞
泉
寺
再
建
釿
始

式
次
第
」は
佐
々
木
嘉
平
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
越
中
砺
波
福
野（
富
山
県
南
砺
市
）

出
身
の
大
工
佐
々
木
嘉
平
（
代
々
襲
名
）
四
代
棟
慶
（
一
八
八
九
～
一
九
八
三
）

の
こ
と
で
、
私
家
版
『
名
工
佐
々
木
嘉
平
伝
』（
斎
藤
五
郎
平
、
一
九
七
三
年
）

に
よ
れ
ば
、
初
代
嘉
平
は
柴
田
新
八
郎
貞
英
（
東
本
願
寺
寛
政
度
惣
肝
煎
頭
・

井
波
御
坊
再
建
棟
梁
代
）
の
高
弟
と
さ
れ
て
い
る
。

（
54
）　

大
谷
祖
廟
表
唐
門
（
総
門
）
と
同
時
期
に
、
東
本
願
寺
境
内
で
は
徳
川
家
康
の

位
牌
を
安
置
す
る
東
照
大
権
現
宮
霊
儀
殿
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
文
久
二
年
（
一

八
六
二
）
八
月
二
十
九
日
上
棟
の
添
札
銘
〈
前
掲
注
（
12
）
五
五
頁
「
文
久
二

年 

別
堂 

棟
札
銘
写
」〉
が
三
棟
梁
の
記
録
が
確
認
で
き
る
最
後
の
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
禁
門
の
変
に
よ
り
焼
失
し
て
い
る
。

（
55
）　

文
政
度
の
若
狭
正
佐
は
滑
川
市
立
博
物
館
蔵
岩
城
家
文
書
（
仮
0−

13−

30
）「
番

匠
研
究 

徹
到
録 

甲
」
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
所
載
の
文
政
度
「
御
大
門

御
上
棟
札
写
」
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
廿
六
日
落
成
「
棟
梁
／
笠
井
若

狭
正
佐
／
田
邊
備
後
義
重
」「
肝
煎
／
柴
田
新
八
郎
棟
躬
／
中
江
貞
次
郎
義
忠
」

に
よ
っ
た
。
明
治
の
笠
井
正
言
は
、前
掲
注
（
40
）
㋑
六
九
頁　

明
治
十
五
年
（
一

八
八
二
）
二
月
二
十
五
日
『
開
導
新
聞
』
第
二
〇
九
号
、
五
頁
の
記
事
で
、
再

建
局
附
属
吏
で
石
築
地
築
係
を
申
付
け
ら
れ
た
と
あ
る
。



【
特
別
調
査
報
告
】
真
宗
大
谷
派
大
谷
祖
廟
調
査

七
一

　
　
　

前
掲
注
（
4
）
六
二
頁　

永
井
規
男
「
歴
史
上
の
東
本
願
寺
の
大
工
棟
梁
」
門

跡
大
工
笠
井
氏
で
は
、
次
の
よ
う
に
系
譜
を
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

若
狭
正
傳
─
三
河
正
安
─
若
狭
正
安
─
三
河
正
直
─
若
狭
正
典
─
若
狭
正
重

（
56
）　

高
橋
恒
夫『
近
世
在
方
集
住
大
工
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、二
〇
一
〇
年
）

四
四
九
～
四
七
九
頁
「
最
上
川
水
運
の
大
石
田
河
岸
の
集
落
と
そ
の
諸
職
人
」。

同
書
掲
載
の
佐
藤
家
資
料
は
大
石
田
町
（
山
形
県
北
村
山
郡
）
ク
ロ
ス
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
桂
桜
会
館
に
て
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。
同
町
産
業
振
興
課
柏

倉
一
輝
氏
よ
り
、
撮
影
・
掲
載
の
許
可
を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

佐
藤
家
資
料
に
は
「
東
本
願
寺
本
堂
木
割
」（
縦
三
〇
・
三
㎝
×
横
四
四
・
三
㎝
）

と
い
う
寛
文
度
阿
弥
陀
堂
の
木
口
絵
図
（
平
面
図
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。
東
本

願
寺
寛
文
度
阿
弥
陀
堂
の
詳
細
な
平
面
規
模
を
記
す
資
料
は
、
前
掲
注
（
12
）

二
五
頁
掲
載
の
京
の
町
大
工
田
中
家
（
近
江
屋
吉
兵
衛
）
文
書
「
在
来
阿
弥
陀
堂
」

図
以
外
は
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
変
貴
重
で
あ
る
。

（
57
）　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
事
業
課
資
料
係
の
森
谷
文
子
氏
・
関
初
弥
氏
よ
り
ご
教

示
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
58
）　

㋑
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
編
『
重
要
文
化
財
本
願
寺
本
堂
（
阿

弥
陀
堂
）
修
理
工
事
報
告
書
』（
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
）
八
頁　

富
島
旧
記　

棟
札
の
写
し
。
㋺
本
願
寺
史
料
研
究
所
編　

増
補
改
訂『
本
願
寺
史
』

第
二
巻
（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
四
五
二
～
四
五
四
頁　

阿
弥
陀
堂

再
建
の
成
就
。

　
　
　
　
　
　
　

匠
職　

水
口
若
狭
守
藤
原
朝
臣
宗
貞　
　
　
　

柴
田
理
右
衛
門
政
種

　
　
　
　

奉
修
造
御
仏
殿　

宝
暦
九
己卯
歳
初
夏
如
意
日　

大
工　

雑
賀
長
右
衛
門
貞
好

　
　
　
　
　
　
　

棟
梁　

水
口
伊
豆
守
藤
原
朝
臣
宗
為　
　
　
　

藤
井
三
左
衛
門
保
住

（
59
）　

宇
野
柏
里
（
宇
野
次
四
郎
）『
井
波
誌
』（
町
立
井
波
図
書
館
館
友
会
、
一
九
三

七
年
）「
瑞
泉
寺
誌
」
三
八
、
四
一
頁
。

（
60
）　
「
両
堂
再
建
と
匠
の
系
譜
─
伊
藤
平
左
衛
門
家
と
東
本
願
寺
─
」『
真
宗
』（
東
本

願
寺
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）
一
九
頁
で
、
伊
藤
平
左
衛
門
十
二
代
・

中
部
大
学
名
誉
教
授
伊
藤
要
太
郎
氏
（
一
九
二
二
～
二
〇
〇
四
）
は
東
本
願
寺

所
蔵
資
料
と
伊
藤
家
の
過
去
帖
か
ら
、
紀
州
鷺
森
か
ら
つ
い
て
き
た
三
十
六
人

の
大
工
衆
の
う
ち
高
木
・
田
邊
・
笠
井
の
三
家
が
東
本
願
寺
棟
梁
と
な
っ
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
。
高
木
・
田
邊
を
鷺
森
か
ら
の
御
供
大
工
を
ル
ー
ツ
と
す
る

根
拠
は
不
詳
で
あ
る
が
、
笠
井
家
に
関
し
て
は
伊
藤
平
左
衛
門
八
代
守
富
に
よ

る
日
記
・
覚
書
『
見
聞
学
行
跡
集
』
に
所
収
さ
れ
た
「
新
八
郎
由
緒
書
」
が
典

拠
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
同
書
は
前
掲
注
（
12
）
に
お
い
て
要
太
郎
氏

が
執
筆
し
た
「
明
治
の
両
堂
造
営
」
の
中
で
守
富
に
よ
る
原
文
と
共
に
紹
介
し

て
い
る
。
こ
の
「
新
八
郎
由
緒
書
」
は
守
富
の
妻
み
ち
の
実
父
で
、
共
に
安
政

度
造
営
肝
煎
大
工
を
勤
め
た
柴
田
伊
勢
大
掾
貞
次
（
一
七
九
〇
～
一
八
六
三
、

大
谷
祖
廟
表
唐
門
惣
肝
煎
）
が
所
持
す
る
秘
伝
の
一
軸
を
、
安
政
五
年
（
一
八

五
八
）
に
守
富
が
書
写
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
に
は
貞
次
の
系
譜
に
あ
る

東
本
願
寺
寛
政
度
惣
肝
煎
頭
柴
田
新
八
郎
貞
英
（
一
七
四
一
～
？
）
が
、
寛
政

八
年
（
一
七
九
六
）
に
記
し
た
寛
政
度
御
影
堂
の
正
寸
と
共
に
、「
紀
州
鷺
之
森

ヨ
リ
御
供
大
工
三
十
六
人
ノ
内
／
釋
了
勝
末
孫
」
と
い
う
自
家
の
由
緒
も
誇
示

し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
新
八
郎
由
緒
書
」
で
は
柴
田
家
が
東
本
願
寺
棟
梁
笠
井

家
の
系
譜
に
あ
る
旨
の
記
述
も
含
む
た
め
、
紀
州
鷺
森
か
ら
の
御
供
大
工
三
十

六
人
を
笠
井
家
の
ル
ー
ツ
と
し
て
、
要
太
郎
氏
が
口
述
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
61
）　

㋑
伊
藤
平
左
ェ
門
「
両
堂
再
建
物
語
（
9
）
釿
始
式
」『
真
宗
』（
東
本
願
寺
出

版
部
、
一
九
八
五
年
九
月
）
一
三
頁
。
㋺
『
開
導
新
聞
（
一
）』「
宗
報
」
等
機

関
誌
復
刻
版
22
（
東
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
九
九
年
）
一
六
六
頁　

明
治
十
三

年
（
一
八
八
〇
）
十
月
五
日
『
開
導
新
聞
』
第
一
九
号
、
八
頁
。

（
62
）　

前
掲
注
（
12
）
五
〇
頁　

伊
藤
要
太
郎
「
明
治
の
両
堂
造
営
」。

（
63
）　

前
掲
注
（
4
）
六
二
頁　

永
井
規
男
「
歴
史
上
の
東
本
願
寺
の
大
工
棟
梁
」
門

跡
大
工
笠
井
氏
。
永
井
規
男
氏
は
明
治
度
の
再
建
事
務
局
付
属
吏
笠
井
正
言
を

笠
井
正
重
の
子
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

［
付
記
］

　

小
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
水
野
耕
嗣
氏
、
渡
邉
俊
一
郎
氏
、
安
藤
弥
氏
、
青

木
馨
氏
、
小
山
正
文
氏
か
ら
有
益
な
ご
教
示
に
与
っ
た
こ
と
を
深
謝
申
し
上
げ
る
。



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
四
十
号

七
二

《
史
料
紹
介
》

『
元
禄
十
六
年
大
谷
御
堂
移
徙
之
記
』

安
　
藤
　
　
　
弥

川
　
口
　
　
　
淳

千
　
枝
　
大
　
志

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
真
宗
大
谷
派
大
谷
祖
廟
が
所
蔵
す
る
『
大
谷
御
堂
移
徙
之

記
』
で
あ
る
。
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
三
月
二
十
八
日
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、

同
日
に
行
わ
れ
た
法
要
の
記
録
で
あ
る
。
同
名
・
同
内
容
の
冊
子
が
も
う
一
点
、
確

認
さ
れ
る
が
、
や
や
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
本
書
の
ほ
う
を
全
文
翻
刻
、
紹
介
す

る
。

　

本
書
の
書
誌
情
報
は
、
竪
帳
・
袋
綴
一
冊
で
、
寸
法
は
縦
二
八
・
七
㎝
×
横
二
〇
・

一
㎝
。
墨
付
は
一
四
丁
（
表
紙
・
後
表
紙
を
含
む
）
で
あ
る
。
状
態
は
お
お
む
ね
良

好
で
あ
る
が
、
や
や
虫
喰
い
が
多
く
、
文
字
の
判
読
し
に
く
い
個
所
も
あ
る
。
翻
刻

に
あ
た
り
、
塗
抹
と
み
ら
れ
た
一
文
字
は
■
で
表
記
し
た
。

　
『
大
谷
祖
廟
史
』
に
よ
れ
ば
、
関
係
史
料
に
基
づ
き
、
元
禄
十
二
（
一
六
九
九
）

年
に
造
営
工
事
が
始
ま
り
、
翌
年
に
東
本
願
寺
第
十
六
世
一
如
が
没
し
た
こ
と
に
寄

り
一
時
休
工
と
な
る
も
、
翌
々
年
に
そ
の
一
周
忌
が
お
わ
っ
て
後
、
普
請
が
再
開
さ

れ
、
精
力
的
な
作
業
の
中
で
、
九
月
二
十
八
日
に
は
改
葬
法
要
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
工
事
は
継
続
さ
れ
、
元
禄
十
六
年
に
至
っ
て
遷
仏

法
要
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
大
谷
祖
廟
史
』
は
『
大
仲
居
日
記
』
と
「
御
馳
走
之
次
第
」
と
い
う
史
料
か
ら

法
要
の
様
子
を
点
描
し
て
い
る
が
、
本
書
の
内
容
を
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
し
い

儀
式
の
実
態
、
関
与
し
た
人
た
ち
の
顔
ぶ
れ
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
格
的
な

検
討
は
後
考
を
期
し
た
い
。



【
特
別
調
査
報
告
】
真
宗
大
谷
派
大
谷
祖
廟
調
査

七
三

 
（
表
紙
）

　

元
禄
十
六
癸
未
年

大
谷
御
御
堂
移
徙
之
記

　

三
月
廿
八
日

 

（
1
丁
表
）

　

東
山
大
谷
御
堂
移
徙
之
記

　

元
禄
十
六
癸
未
年
三
月
廿
八
日
巳
ノ

　

中
刻
、
御
移
徙
之
御
法
会
有
之
、
内
陣

　

御
飾
、
御
道
具
出
納
役
、
長
覚
寺
・
教
円
坊
・

　

円
重
寺
、
右
三
人
ヘ
被　

仰
付
候
、
因
之
、

　

諸
色
、
御
道
具
、
御
蔵
ゟ
取
出
シ
、
廿
六
日

 

（
1
丁
裏
）

　

早
朝
、
大
谷
ヘ
為
持
遣
シ
、
三
人
共
、
朝
飯
後
ゟ

　

相
詰
、
御
法
事
之
拵
致
被
申
候
、

　

廿
六
日
未
ノ
刻
、　

御
成
、
御
連
枝
方
・
御
堂
衆

　

御
習
礼
有
之
、
行
道
有
之
故
、
前
卓
取
除

　

御
本
坊
ノ
阿
弥（
マ
マ
）堂
之
礼
盤
取
寄
、
須
弥
壇

　

之
前
ヘ
直
シ
御
居
箱
二
ツ
三
衣
袋
入
候
ト

御
柄
香
炉
入
候
ト

　
　
　

引
付　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
2
丁
表
）

　

左
右
ヘ
飾
付
置
候
、
経
台
ニ

　

御
所
様
、
折
本
之
御
経
、
御
箱
共
ニ
直
シ
、

　

御
草
鞋
、
後
門
ニ
直
置
申
候
、

一
、
花
篭
棚
、
仮
新
敷
ク
拵
ヘ
、
地
赤

布
敷

　

華
籠
飾
候
、
御
花
籠
配
撤
、　
　

常
徳
寺
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
僧
四
人　

泉
徳
寺
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
覚
寺
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
円
坊
子

 

（
2
丁
裏
）

一
、
切
燭
并
御
経
配
撤
ノ
役
了
廓

良
由

　

右
、
何
モ
御
習
礼
之
節
、
相
詰
申
候
、

一
、
廿
七
日
、
花
三
瓶
立
之
、　

御
本
尊
様
御
前

　

一
瓶　
松
ノ
一
色　

常
徳
寺

　

祖
師
御
前　

一
瓶
松
ノ
真
竹
ノ
副

草
花
勝
福
寺

　

前
住
様
御
前　
松
ノ
真
草
花
勝
福
寺

 
（
3
丁
表
）

一
、
聖
人
等
身
ノ
御
影
并
前
住
様
御
影

　

皆
得
院
殿
御
掛
候
、

一
、
内
陣
御
飾
、
今
日
八
ツ
時
分
致
候
、

　

御
本
尊
様
上
卓
打
敷
、
萌
黄
地
金
襴



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
四
十
号

七
四

　

花
瓶
、
櫁
ヲ
立
、
土
香
炉
向
ヘ
寄
、
金
香
炉

　

前
ニ
置
、
松
ノ
一
色
ノ
花
、
須
弥
壇
上
西
ノ

 

（
3
丁
裏
）

　

方
高
棟
ノ
キ
ハ
ニ
直
ス
、
同
東
ノ
方
鶴

　

御
華
束
彩
色
供
華
金
ノ
蓮
ノ
絵

　

右
之
華
束
二
具
、
須
弥
壇
上
花
瓶
ノ

　

向
ト
鶴
ノ
向
フ
ニ
備
之
、

一
、
聖
人
尊
前
打
敷
紫
地
錦
、
御
花
束

　

二
具
、
右
同
断
、

 

（
4
丁
表
）

一
、
前
住
様
御
前
打
敷
萌
黄
地
御
花
束
二
具

一
、
右
之
華
篭
棚
、
後
堂
西
ノ
方
北
壁
キ
ハ

　

金
屛
風
立
前
ニ
置
盛
華
入
リ
候
、
花
篭

　

飾
之
、
餘
間
之
蔀
両
方
共
ニ
取
披
キ
申
候
、

　

御
所
様
御
花
篭
ハ
、
箪
笥
ニ
入
候
ヲ
右
之

　

花
籠
棚
ニ
置
候
、
依
之
、
今
日
ゟ
番
人
付
置
申
候
、

 

（
4
丁
裏
）

一
、
翌
晨
朝
過
、
廿
八
日
未
明
ニ
、
出
納
役
三
人
者
、

　

相
詰
、
飛
擔
・
平
僧
之
定
衆
ヘ
、
御
経
上
巻

　
并
机
共
ニ
相
渡
シ
、
飛
擔
之
御
経
、
朱
塗
之

　

机
ニ
ノ
セ
、
東
西
両
方
ノ
椽
ニ
直
ス
、
平
僧
之

　

御
経
ハ
、
溜
塗
之
机
ニ
ノ
セ
、
南
ノ
椽
ニ
直
ス
、

　

右
之
御
経
、
何
レ
モ
御
本
坊
御
蔵
ゟ
遣
置
候
、

 

（
5
丁
表
）

一
、
丹
表
紙
玉
軸
同
木
軸
朱
塗
之
机
ニ
廿
五
巻

　

ツ
ヽ
ノ
セ
、
内
陣
・
余
間
ノ
滑
間
ノ
キ
ハ
ニ
直
シ

　

置
、
東
ノ
方
同
事
、
是
ハ
院
家
衆
并

　

御
一
家
衆
之
御
経
也
、

一
、
外
陣
正
面
折
障
子
ノ
敷
居
際
ニ
、
黒

　

塗
之
机
ニ
、
上
巻
五
十
巻
ノ
セ
直
シ
置
、
是
ハ

 

（
5
丁
裏
）

　

御
堂
衆
御
経
也
、
同
経
机
ノ
右
ノ
方
ニ

　

青
漆
之
台
ニ
鏧
ヲ
ノ
セ
、
撥
共
ニ
直
シ
置
、

一
、
内
陣
、
礼
盤
、
経
台
ノ
上
ニ

　

御
所
様
御
経
筥
ニ
入
直
シ
置
候
、

一
、
経
台
ノ
東
方
、
磬
台
ノ
向
ニ
鏧
ヲ
台
ニ
ノ
セ
、

　

撥
共
ニ
直
之
、

 

（
6
丁
表
）

一
、
御
居
箱
、
三
衣
袋
入
候
ヲ
、
持
蓮
花
ヲ
取
除
、

　

其
台
ノ
上
ニ
飾
ル
、
又
一
方
ハ
磬
台
之
前
ニ
、

　

御
居
箱
ニ
、
柄
香
炉
ヲ
入
飾
リ
置
、

一
、
御
所
様
ノ
御
和
讃
卓
并
御
砂
張
、
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後
堂
ヘ
引
置
、
御
連
枝
方
ノ
和
讃
卓
モ

　

同
事
、

 

（
6
丁
裏
）

一
、
今
朝
、
御
本
坊
之
御
日
中
、
六
ツ
ニ
始
リ
、
其
レ
過
候
而
、

　

御
堂
衆
、
其
外
諸
僧
、
大
谷
ヘ
来
集
、

一
、
双
林
寺
、
五
ケ
寺
共
ニ
、
御
借
ラ
セ
候
而
、
諸
僧
参
集

　

之
宿
坊
ニ
被　

仰
付
候
、
院
家
衆
・
御
一
家
衆

　
宿
坊
善
阿
弥
、
飛
擔
宿
坊　

阿
弥　

阿
弥

　

二
ケ
寺
、
平
僧
宿
坊　

阿
弥
、
御
堂
衆
宿
坊

　

臨
阿
弥
、　

御
連
枝
方
宿
坊
法
花
寺
、

 

（
7
丁
表
）

一
、
臨
阿
弥
庭
上
坪
御
内
ゟ
、
御
堂
階
之
下
迄

　

薄
縁
リ
ヲ
敷
、
是
ゟ
諸
僧
御
堂
江
一
行
ニ
練
リ

　

致
出
仕
候
、
尤
ハ
キ
物
ナ
シ
、
僕
ハ
一
人
モ
入
不
申
候
、

一
、
御
所
様
、
巳
之
刻
、
被
為
成
、
臨
阿
弥
庭
上
ゟ
直
ニ

　

御
堂
ヘ
御
通
リ
被
遊
、　

御
座
ヘ
被
為
入
候
、

　

御
連
枝
方
モ
同
事
、

一
、
巳
之
中
刻
、
諸
僧
御
堂
ヘ
参
入
、
出
仕
之
次
第
、

 

（
7
丁
裏
）

　

最
初
、
御
堂
衆
、
大
衣
ニ
而
一
行
ニ
練
リ
、
御
堂

　

外
陣
、　

祖
師
尊
前
之
敷
居
際
ゟ
次
第
、

　

着
座
、
本
座
畢
而
、
列
座
次
第
ニ
、
座
ニ
着
申
候
、

　

右
之
引
次
ニ
、
院
家
衆
・
御
一
家
衆
、
大
衣
ニ
而
一
行

　

練
リ
、
御
堂
正
面
之
縁
ゟ
東
之
方
之
縁
ヲ
通
リ

　

後
堂
へ
入
、
餘
間
蔀
上
ケ
経
所
ゟ
出
仕
、
即
其

　

東
西
両
方
之
餘
間
ニ
着
座
、

 

（
8
丁
表
）

　

右
之
引
次
ニ
、
飛
檐
、
大
衣
ニ
而
一
行
ニ
練
リ
、
堂
内
列

　

座
之
置
リ
居
候
後
座
ゟ
東
西
両
方
之
縁

　

欄
干
之
内
ニ
着
座
、

　

右
之
引
次
ニ
、
平
僧
一
行
ニ
練
リ
、
初
ハ
純
色
・
七
条
、

　

次
ハ
、
裳
附
・
五
条
、
次
ハ
墨
袈
裟
、
欄
干
之
外
、

　

平
張
之
所
ニ
着
座
、
是
ハ
御
移
徙
ニ
付
、

　

御
堂
檐
外
、
表
三
方
何
間
云
々
ニ
、
但
シ
、
三
間

 

（
8
丁
裏
）

　

平
張
出
来
、
畳
何
程
敷
、
坊
主
衆
居
候
座
也
、

　

右
之
平
僧
出
仕
之
内
ニ
、
内
陣
三
所
御
前
ニ

　

蝋
燭
燃
申
候
蝋
燭
ハ
何
レ
モ

銀
濃
也

　
　

一
、
御
所
様
、
御
草
鞋
ハ
後
門
ニ
直
シ
置
、

　

御
連
枝
方
、
草
鞋
ハ
後
堂
直
シ
置
、

一
、
御
草
座
、
堺
浄
徳
寺
、
御
座
ニ
敷
也
、

一
、
御
連
枝
方
出
仕
、
内
陣
東
西
両
方
ニ
次
第
ニ
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（
9
丁
表
）

　

御
着
座
、
西
之
首
座
、　

恵
明
院
様
、
次

　

応
真
院
様
、
次
聞
光
院
様
、
次
超
絶
院
様
、

　

次
東
之
首
座
、　

深
廣
院
様
、
次
能
令
院
様
、

　

次
深
諦
院
様
、
次　

本
瑞
寺
様
、

一
、
右
着
座
畢
而
、

　

御
所
様
御
入
堂
、
御
装
束
御
袍
裳
朽
葉　

八
ツ
藤

　

御
七
條
綴
御
修
多
羅
衣

 

（
9
丁
裏
）

一
、
先
請
弥
陀
之
伽
陀
始
リ
、
御
草
鞋
直
シ
ニ

　

本
泉
寺
出
、
伽
陀
二
句
目
ニ
御
座
具

　

光
徳
寺
敷
之
、
次
、
御
連
枝
之
御
経

　

上
巻
四
巻
ツ
ヽ
載
セ
、
東
之
方
へ
卓
一
脚
、
西
之

　

方
ヘ
卓
一
脚
、
配
之
、
丹
表
紙
・
折
本
之
御
経
、

　

伽
陀
役
へ
配
之
、
四
句
目
ニ
登
高
座
被
遊
、

　

御
焼
香
之
節
、　

祖
師
尊
前
并

 

（
10
丁
表
）

　

前
住
様
御
前
、
焼
香
出
納
役
之
内
両
人
ニ
而

仕
候

　
　
　
　
　
　

　

大
経
上
巻
、
鏧
ニ
而
、　

御
始
被
遊
候
、

　

拍
子
木
、　　
　

 　
　
　
　
　

常
徳
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵　

照

　

御
経
半
ハ
ニ
切
燭  　
　
　
　
　

了　

廓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良　

由

　

両
人
ニ
而
仕
候
、

　

又
、
風
吹
、
散
華
上
リ
ニ
而
、
蝋
燭
立
替
、
右
之
両
人
ニ
而
、

 

（
10
丁
裏
）

　

致
候
、
御
経
畢
而
、
万
行
倶
廻
之
伽
陀
之
内
、

　

小
僧
一
方
へ
二
人
ツ
ヽ
ニ
而
、
華
篭
配
之
、

　

伽
陀
畢
而
、
磬
ニ
而
、
小
経
漢
音　

御
始
メ

　

被
遊
候
、
千
二
百
五
十
人
倶
之
時
、
御
花
篭
ヲ

　

本
泉
寺
持
出
而
、
両
曼
多
羅
之
時
、

　

拍
子
木
、　　
　
　
　
　
　
　

常
徳
寺

　

外
陣
正
面
ニ
而
打
之
、
上
方
世
界
之
時
分
、

 

（
11
丁
表
）

　

御
所
様
、
正
面
御
廻
リ
候
節
ヲ
見
合
セ
、

　

拍
子
木　

同
打
之　
　
　
　
　

常
徳
寺

　

漢
音
終
リ
候
前
ニ
御
華
篭　

  　

本
泉
寺

　

撒
之
、　

御
所
様
、
御
登
高
座
被
遊

　

漢
音
経
ニ
而
、
直
入
弥
陀
之
伽
陀
始
リ
、
双
方

　

之
華
篭
、
右
之
小
僧
二
人
ツ
ヽ
ニ
而
撒
之
、

　

御
下
高
座
被
遊
、
大
畳
江
御
着
座
、
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（
11
丁
裏
）

　

右
、
御
草
鞋
、
本
泉
寺
直
之
、
御
座
具

　

光
徳
寺
引
之
、
右
、
伽
陀
畢
而
、
外
陣
ニ
直
置
候
、

　

鏧
打
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
徳
寺

　

御
所
様
、
文
類
正
信
偈　

御
始
メ
被
遊
、

　

正
信
偈
之
内　

祖
師
尊
前
ト
、
前
住
様

　

御
前
ト
、
御
両
所
へ
、
御
焼
香
被
遊
候
、
焼
香
之

　

大
上
巻
終
リ
之
前
、
改
メ
土
香
炉
ヲ
向
ヘ
寄
セ

 

（
12
丁
表
）

　

金
香
炉
前
ヘ
直
シ
置
候
、
御
焼
香
済
候
而
、

　

御
和
讃
卓
、
光
徳
寺
直
之
、
御
連
枝
方

　

之
和
讃
卓
、
東
西
ヘ
一
脚
ツ
　ヽ
　
了
廓

良
由

　

両
人
ニ
而
出
之
、
西
之
首
、　

恵
明
院
様
御
前
ト

　

東
之
首
、　

深
廣
院
様
御
前
ト
ニ
直
之
、

　

御
和
讃
、
弥
陀
成
佛
、
次
第
三
首

念
讃
淘
八
、
御
廻
向

　

願
以
此
功
徳
、
被
遊
候
而
、
御
和
讃
卓

 

（
12
丁
裏
）

　

光
徳
寺
引
之
、
御
連
枝
之
和
讃
卓
了
廓

良
由

　

引
之
、

一
、
御
廻
向
畢
而
、
内
陣
之
分
ハ
下
座
ゟ
退
出
、

　

御
所
様
、
後
門
江
御
入
リ
被
遊
候
而
、
御
草
座

　

浄
徳
寺
引
之
、
次
ニ
、
院
家
衆
・
御
一
家
衆

　

次
第
ニ
退
出
、
次
ニ
平
僧
、
次
ニ
飛
檐
、
退
出
、

　

次
ニ
御
堂
衆
、
退
出
、

 

（
13
丁
表
）

一
、
右
之
諸
僧
、
於
宿
坊
、
強
飯
被
下
候
、

　

右
、
御
法
会
済
候
而
、
内
陣
之
御
飾
、
今
日
中
ハ

　

其
侭
置
、
参
詣
之
諸
人
、
御
堂
江
入
拝
申

　

申2
■
（
之
カ
）候
、

�

（
了
）
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課
題
・
展
望

　

大
谷
祖
廟
史
の
再
検
討
に
つ
い
て
、
課
題
と
展
望
を
探
っ
て
お
き
た
い
。

　

一
つ
に
は
、
特
別
寄
稿
が
問
題
提
起
す
る
よ
う
に
、
建
物
の
歴
史
を
正
確
に
捉
え
、

造
営
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
の
歴
史
的
実
態
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

寺
院
史
の
全
体
像
は
幅
広
い
が
、
本
堂
を
中
心
と
す
る
建
物
が
ど
の
よ
う
に
あ
る

の
か
、
そ
の
造
営
・
維
持
に
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
関
わ
る
の
か
と
い
う
点
は
基
軸

に
据
え
ら
れ
る
べ
き
論
点
で
あ
る
。

　

技
術
者
に
焦
点
を
当
て
る
意
義
は
も
ち
ろ
ん
、
僧
侶
の
存
在
も
重
要
な
が
ら
、
支

え
る
信
者
（
門
徒
）
へ
の
注
目
も
必
要
で
あ
る
。
大
谷
祖
廟
に
は
毎
月
二
十
八
日
の

大
谷
講
、
琢
如
の
祥
月
命
日
で
あ
る
四
月
十
四
日
に
ち
な
ん
で
毎
月
十
四
日
に
寄
合

を
持
つ
女
房
講
が
あ
っ
た
と
い
う
（『
京
都
府
の
地
名　

日
本
歴
史
地
名
大
系
』
平

凡
社
、
一
九
八
一
年
）。
こ
れ
ら
の
講
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
実
態
を
有
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
大
谷
祖
廟
を
支
え
る
信
仰
・
地
域
基
盤
の
あ
り
か
た
が
問
題
と
な
る
。

　

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
京
都
東
山
と
い
う
地
域
社
会
に
お
け
る
大
谷
祖
廟
の
位
置
付

け
も
ま
た
検
討
課
題
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
に
は
、
史
料
紹
介
し
た
よ
う
な
文
献
史
料
を
丁
寧
に
読
み
解
き
、
大
谷

祖
廟
の
歴
史
的
日
常
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
毎
日
の
儀
式
と
そ
れ
に
関

わ
る
人
た
ち
の
営
為
は
一
般
に
注
目
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
真
宗
史
・
仏
教
史
に
お

い
て
そ
の
場
面
へ
の
丁
寧
な
注
目
は
本
来
、
重
要
な
課
題
の
は
ず
で
あ
る
。
儀
式
を

営
む
僧
侶
の
顔
ぶ
れ
や
出
入
り
、
そ
の
出
自
等
、
史
料
に
は
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
を
意
味
付
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
課
題
を
検
討
し
て
い
く
際
に
、
根
本
的
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
は
、
大
谷
祖
廟
の
「
墓
」
と
し
て
の
性
格
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。「
真
宗

本
廟
」
と
し
て
の
東
本
願
寺
に
お
け
る
位
置
付
け
や
関
係
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

親
鸞
・
本
願
寺
歴
代
等
の
「
墓
」
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
は
、
多
く
の
真
宗

門
徒
の
「
墓
」
が
あ
る
。
武
家
墓
な
ど
の
存
在
も
注
意
さ
れ
る
。

　

大
谷
祖
廟
の
歴
史
的
意
義
は
、
あ
ら
た
め
て
「
墓
」
と
い
う
視
点
か
ら
深
く
考
察

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
考
を
期
し
た
い
。

�

（
文
責　

安
藤　

弥
）


